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取扱説明書 



参このたびは、オリンパス製品をお買い上げいただきまして、誠に 
ありがとうございます。 

参ご使巧前にこの取の説明書をよくお読みになり、試し撮りをして 
カメラが正常に機能することをお確かめください。 











はじめに 


このたびはオリンバスデジタルカメラをお買上げいただき、ありがとうご 
ざいます。この説明書をよくお読みのうえ、安全に正しくお使いください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


参本書の内容については巧ホ予告なしじ変更することがあります。商品名、型番 
等、最新の情報じついてはカスタマーサポートセンターまでお問い合わせくだ 
さい。 

参本書の内容じついては、万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点、 
誤り、記載もれなど、お気づきの点がございましたらカスタマーサポートセン 
々ーホで一.穿終< ださい 

•本書の内容の一部または全部をお断で複写することは、個人としてご利巧じな 
る場合を除き、禁止されています。また、無断転載は固くお断りします。 

参本製品の不適当な使用じより、万一損害が生じたり、逸失利益、または第三者 
からのいかなる請求に関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承 
ください。 

参本製品のが障、当社指定外の第兰者じよる修理、その他の理由じより生じた画 
像データの消失じよる、損害および逸失利益などじ関し、当社では一切その責 
任を負いかねますのでご了承ください。 

参本製品で撮影された画像の質は、通常のフィルム式カメラの写真の質とは異な 
ります。 

電波障害自主規制について 

この 装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI ) の 基準に基づくク 

ラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としてい 

ますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信 

障害を引き起こすことがあります。 

耳又巧説明書に従って正しいおリキあいをしてください。 

巧行機内では、離発着時のご使巧をお避けください。 

本製品の接続の際、当製品指定のケーブルを使用しない場合、 VCCI 基準の限界値 

を超えることが考えられます。必ず、指定のケーブルをご使巧ください。 

商標について 

Windows はホ国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

Macintosh および Apple は米国 アツ プル コン ピュータ社の登録商標です。 

その他本説明書に記載されているすべてのブランド名または商品名は、それらの 

所有者の商標または登録商標です。 


カメラファイルシステム規格について 

カメラファイルシステム規格とは、電子情報技術産業協会 （JEITA) で制定され 
た規格 「Desian rule for Camera File system/DCF 」です。 
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参本書の表記じついて 


ずが障やトラブルになるよラな、重要なま意事項が書かれてい 
ます。絶対に避けていただきたい操作も書かれています。 
じ^ ミ舌巧するためじ、知っておくと便利なことやおに立つ情報な 

どが書かれています。 

本書での参照先のページを表します。 


























ご使用の前に、この内容ををよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

まをにお使いいただくために_ 


製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害とお産の損害を未 
然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意ホは次 
のようになっています。 


/ j \ を険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死 t 
または重傷を負ラ差し迫った危険の発生が想をされる 
内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい 
ます。 

A ま意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負ラ可能性が想定される内容および物的損害のみの 
発生が想定される内容を示しています。 


品の取り扱いについてのごま意 


A 警告 


参可燃性ガス、爆発性ガス等がある場所では使用しない。これらのガスが、大気 
中に存在するおそれのある場所での本製品の使用はおやめください。引火•爆 
発の原因となります。 

参フラッシュを人け寺に乳幼児）に向けてま近距難で使用しない。目に近づけて 
撮影すると、視力障害をきたすおそれがあります。特に乳幼児に巧して、至近 
拒離で撮影しないでください。 

参幼児、子供の手の届く場所に置かない。な下のよラな事が発生のおそれがあり 
ます。 

•誤ってストラップを首に巻き付け、窒息を起こす。 

-電池や小さな付属品を飲み込む。万一飲み込んだ場合は直ちに医師じご相談 
ください。 

-目の前でフラッシュが発光し、視力障害を起こす。 

-カメラの動作部でけがをする。 

参カメラで日化や強い光を見ない。視力障害をきたすおそれがあります。 

参通電中の充電器、充電中の電ミセに長時問軸れない。巧電中のを電器や電ミ也は温 
度が高くなります。また、別売の AC アダプタをご使用時も長時間お使いじなっ 
ていると、本体の温度が高くなります。長時間、皮膚が触れたままになってい 
ると、お温やけどの原因となることがあります。 

参ほこりや湿気、油ほ、湯気のをい場所で長時聞使ったり、保管しない。火災や 
感電の原因となることがあります。 
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安全にお使い L 、ただ<ために 


参フラッシュの発光部分を手で覆ったまま発光しない。 連続発光後も発光部分に 

手を触れないでください。やけどのおそれがあります。 

参分解や巧造をしない。 感電やけがをする原因となります。 

参内部に水や異物を入れない。 万一、かじ落としたり、内部じかが入ったりした 
ときは、火災や感電の原因じなりますので、すぐに電源を切リ電ミ也を巧き、販 
売店または当社 サービスステーシヨ ンじご相談ください。 

A ミ主意 


参異臭、異常音、ほが出たりするなどの異常が生じたときは巧用をやめる。 この 

よラなときは、やけどにま意しながらすぐに電池をおり外し、販売店または当 
なサービスステーションじご連絡ください。火災や、やけどの原因となります。 
(電池をおり出す際は、素手で電池を触らないでください。また、可燃物のそ 
ばを避け、屋外で巧ってください。） 

参濡れた手で操作しない。 感電の危険があります。また AC アダプタの巧き差しは、 
霜れた手では絶巧じしないでください。 

参持を運びのときは、ストラップが引っかからないようを意する。 カメラをスト 
ラップで下げているときは、他のものに引っかかったりしないようじ、ま意し 
てください。けがや事故の原因となることがあります。 

参温度の高い所へが置しない。 部品が劣化したり、火災の原因となります。 

参専用の AC アダプタなかは使用しない。 カメラ本体または電源がが障したり、思 
わぬ事ががおきる可能性があります。また別売の AC アダプタは日本国内用で 
す。ミち外ではご使用になれません。専巧 U 外の AC アダプタの使巧じより生じた 
傷害は保証しかねますので、あらかじめご了承ください。 

参 AC アダプタの コー ドを傷つけない。 AC アダプタのコードを引っ張ったり、継 
ぎ足したりは絶対じしないでください。おず電源プラグを持って、抜き差しを 
行ってください。 

下の場合はただちに使用を中止し、販売店または当社サービスステーション 
じご相談ください。 

-電源プラグやコードが熱い、焦げ臭い、煙が出た場合。 

- AC アダプタのコードに傷、断線、または電源プラグに接触不良があった場合。 







安全にお使 1 1いただぐ々がに 


使用を件についてのごま意 


参本製品には精密な電子部品が組み込まれています。本製品を使巧または保管す 
る場合、 JU 下のような場所で長時間使巧したりが置すると動作不良やが障の原 
因となる可能性がありますので、避けてください。 

•高温を湿、または温度•湿度変化の激しい場所 

-直射日光下や夏の巧岸、窓を閉め切った自動まの中、冷暖房器、加湿器のそ 
ばなど 

•砂、ほこり、ちりのをい場所 
-火気のある場所 
-水に濡れやすい場所 
-激しい振動のある場所 

• カメラを落としたりぶつけたりして、強い振動やショックを与えないでくださ 
い。 

参レンズを直射日光じ向けて撮影またはが置しないでください。 CCD & の禮色， 
焼きつきを起こすことがあります。 

参長期間使用しないと、カビがはえたりが障の原因じなることがあります。使用 
前には動作点検をされることをおすすめします。 

参兰脚じす又り付ける際、カメラを回さず、三脚のネジを回してください。 

参本体の電気接点部には手を触れないでください。 

参レンズにお理な力を加えないでください。 

X CCD (icharge coupled device ) とは、レンズを通して入ってきた光を受けて、電 
気信号に変換する素子のこと。 


電池についてのごま意 


液漏れ、発熱、発火、破裂、誤飲などじよるやけどやけがを避けるため、下 
記のを意事項を必ずお守りください。 


A を険 


参を電式電ミ也は、専巧のオリンパス製電おと巧電器をご使用ください。電池は指 
定のを電器 la 外で巧電しないでください。ご使用じなる際は、電ミ也、充電器等 
の説明書をよく読んで、正しくお使いください。 

参火中への投下や、加熱をしないでください。 

参 +- を金属等で接続したり、金属製のネックレスやヘアピン等と一緒に持ち運 
んだり、保管しないでください。 

参強い日なた、炎天下のま内やストーブの前面など、高温の場所で使巧•放置しな 
いでください。 

•直接ハンダ付けしたり、変おや改造•分解をしないでください。端子部安全弁 
の破壊や、アルカリ液の飛散が生じ危険です。 










安全にお使い L 、ただ<ために 


参電源コンセントや自動まのシガレットライターの差し込み等に、直接接続しな 
いでください。 

•電池の液が目に入ると、失明の原因じなります。こすらずじ、すぐ水道水など 
のきれいな水でを分に洗い流し、直ちに医師の治療を受けてください。 

参電ミ也を誤って飲まないよう、乳幼児の手の届かぬ場所で保管および使用してく 
ださい。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

A 警告 


参電ミ也を水やお水などじつけたり、端子部を需らさないでください。 

参 iu 下の内容を守らない場合、電おの液漏れ、発熱、発火、破裂じより、火災や 

けがのおそれがあります。 

• このカメラで指定されていない電ミ也を使わないでください。 

•古い電池と新しい電池、巧電した電池とが電した電池、また、容量、種類、 
銘柄の異なる電池を一緒に混ぜて使用しないでください。 

• 巧電できないアルカリ電池やリチウム電池、リチウム電ミ也パックに R - V 3) を 
巧電しないでください。 

- +- を逆にして装着•使用しないでください。また、機器にうまく入らない 
場合はお理じ接続しないでください。 

• 外装シール（絶縁被覆）を一部またはすベて剥がしている電おや、破れてい 
る電ミ也をご使用じなりますと、電ミ也の液漏れ、発熱、お裂の原因じなります 
ので、絶巧じご使用じならないでください。 

• 市販されている電池の中にも、外装シール（絶縁被覆）の一部またはすベて 
が剥がれている電池があります。このような電池は、絶対じご使用にならな 
いでください。 

参このよラなお状の電池はご使用になれません。 



e 

• — ^ 

0 


0 


e 

'• — 一 


© 

I 

© 


毎 


© 



シール（絶縁被覆）をすベ 
て剥がしているもの（裸電 
池）、または一部が剥がさ 
れているもの。 


負極（マイナス面）の一部 
に膨らみがあるが、負極が 
シール（絶縁被覆）で覆わ 
れていないもの。 


負極（マイナス面）が平ら 
な電池。（負極の一部が 
シールに覆われていても、 
覆われていな< ても使用 
できません。） 


参ニッケル水素電池のを電が、所定巧電時間を越えても完了しない場合は、巧電 
を中止してください。 

参液漏れ、変色、変形その他異常が発生した場合は使用を中止し、販売店または 
当社サービスステーションじご相談ください。火災や感電の原因となります。 
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安全にお使 1 1いただぐ々がに 


参電池の液が皮膚-巧類へ付着したときは、直ちじか道かなどのきれいなかで洗 
い流してください。皮膚に傷青を起こす原因じなります。 

参カメラの電ミ也室を変おさせたり、異物を入れたりしないでください。 

• 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないでください。 

A ま意 


参電池の +- 極が汗や油で巧れていると、接触不良をおこす原因じなります。乾 
いた布でよくおいてから使用してください。 

• 当社製ニッケル水素電池はオリンパスデジタルカメラ rCAMEDIA (キヤメディ 
ア）」専用です。他の機器に使用しないでください。 

参充電式電池をお買い上げ後初めてご使用じなる場合、また長時間使巧しなかっ 
た場合は、必ずを電してください。 

参を電式電池は必ず使用する電池を同時に（機種じより4本または2本）巧電して 

ごイ主用/尸-ゴ （ 、 

•電池を使ってカメラを長時間連続使巧した後は、すぐに電池を耳又り出さないで 
ください。やけどの原因となります。 

参アルカリ電池は電ミ也の銘柄、製造日からの保存期間、使巧温度じより内部抵抗 • 
容量に差があるため、ニッケル水素電池やリチウム電ミ也パックに R - V 3) などに 
比べて寿命が極端に短い場合があります。また、ほ温時は使えません。 

参マンガン電ミ也は使用できません。電池寿命が短いばかりでなく、電ミ也の発熱等 
じより本体に損青をもたらすおそれがあります。 

参電池は、一般にな温になるじしたがって一時的に性能がほ下します。寒冷地で 
使巧するときは、カメラを防寒具や衣服の内側に入れるなどして保温しながら 
使巧してください。なお、ほ温のためじ性能のほ下した電池は、常温に戻ると 
回復します。 

参ニッケル水素電池ご使用推奨温度範囲 
放電（機器使用時）： 0〜40で 
を電： 0〜40で 
保存： -20 〜30で 

上記温度範囲外での使巧は性能-寿命の低下の原因となります。保管の隙は力 
メラから電池を取り出してください。 

参長時間ご使用じならない場合は、カメラから電ミ也を外しておいてください。電 
池の液漏れ-発熱じより、火災やけがの原因となることがあります。 

参撮影条件、使巧環境および電池じより撮影か数が減少する場合があります。 

参長期間の旅行などじは、予備の新しい電池を用意することをおすすめします。 

特にミち外では、地域じよって入手困難なことがあります。 

参電池を捨てる際は、地域の規定に従って処分してください。 
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安全にお使い L 、ただ<ために 


液晶モニタとバックライト X 1 について 


本製品は背面のま示には、液晶モニタを使用しています。 

これらは液晶モニタに関するごま意です。 

•液晶モニタは強く押さないでください。画面上じじじみが残り、画像が正しく 
再生されなくなったり、液晶モニタが割れたりするおそれがあります。万一破 
損した場合は中の液晶を口に入れないでください。液晶が手足や巧類に付着し 
た場合は、ただちに石驗で洗い落してください。 

• 液晶モニタの画面上下に光が帯状に見える事がありますが、が障ではありませ 

♦被写体が斜めの時、液晶モニタにギザギザが見えますが、が障ではありません。 
再生時には目立たなくなります。 

参一般にお温になるじしたがってバックライトは点なじ時間がかかったり、一時 
的に変色したりする場合があります。寒冷地で使用するときは、保温しながら 
使巧してください。お温のためじ性能の低下したバックライトは、常温に戻る 
と回復します。 

参液晶モニタに使用されている液晶画面のバックライトおよびコントロールパ 
ネル※ 2 じは寿命があります。画面が暗くなったり、ちらつき始めたら、当社 
サービスステーションじお問い合わせください。（保証期間外の修理は有料と 
なります。） 

参 本製品の液晶モニタは、精密度の高い技術でつくられていますが、一部に常時 
点なあるいは常時点なしない画素が存在することがあります。これらの画素 
は、記録される画像に影響はありません。また、見る角度により、特性上、色 
や明るさにむらが生じることがありますが、液晶モニタの構造によるもので巧 
障ではありません。ご了巧ください。 

^1 パックライトとは、液晶モニタを照らすための光源のこと。 

X 2 —部搭載していない機種もあります。 
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準備をしましょう 


を部のをか 


>シャッターボタン 

>ズームレバー I 


♦レンズバリア 

撮影モードの ON/OFF 
を行います。 4 


# AF 夕ーゲットマーク 
♦ファインダ ——I 
♦お晶モニタ 


♦レンズ 

レンズバリアを開けると自動的に 
せり出してきます。 

I - ♦フクッシュ 

レンズバリアを開け 
--- 〜ると起き上がりま 


♦コネクタカバー 
- ♦USB 端子 
•♦ビデオ出力端子 
•♦ DC 入力端子 


>セルフタイマーランプ 



♦オレンジランプ 
•緑ランプ 


♦カードカバー 




-垂電池カバ- 


♦ (©(あ晶モニタ）ボタンー I 
再生モードの ON/OFF を行います。 


>十字ボタン 


( OK / メニュー）ボタ: 






巧晶モニタの表示 


撮影モードのとき 


再をモードのとき 


①- 


审リ 。 


⑩- 

-⑤①- 


-⑩ 


1-^^ 再生時に画像の詳細を見るときは、情報表示をしてください。「画像の詳細情 
報を表示する （ ll ^ P .95 )J 
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表示例 

参照頁 

① 

電池残量 

4^' C 3 

P .15 

霞 

フフ ンンユ 

<§> 4 感ジジ <§> 

P .48 

通 

スポット測光 

囚 

P .55 

盛 

メモリゲージ 

□白曰吕 

P .15 

通 

露出補正 

-2.0、-1.5、-1.0、 -0.5, +0.5、 +1.0, +1.5、 +2.0 

P .53 

⑥ 

セルフタイマー/ドライブ 

&, 马 .思 

P .41,51,52 

③ 

ホワイトバランス 

WBAUTO ' ホ . 公.々.背 

P .57 

⑧ 

画質 

SHQ 、 HQ 、 SQ 1、 SQ 2 

P .59 

趣 

撮影可能枚数/おお 

16/16" 

P .41 

顿 

画馈サイズ 

1600 X 1200、1024 X 768、 640 X 480 

P .59 

⑩ 

日時 

’02.01.12 12:30 

P .26 

⑩ 

ファイル番号、 

コマ番号/秒数 

100-001目、16/1目’’ 

— 

⑩ 

プリント予約■プリント 
枚数 

が2 

P .98 

强 

プロテクト 

10 n | 

P .78 


巧猫马巡 






































液晶モニタの表示 



撮影前 1枚撮影 2枚！; I 上撮影 撮影できません 

(消な） （点な） （点な） （すべて点な） 

しはらく待ってから、 
撮影してください。 


ムー ビーを撮影しているとき 


撮影を続けたとき 

r — — — — — ■ 


— 

— ►: 

— 



— 

ifenr： 

— 

- ► 

- ► 


撮影前 撮影ホ（点'な） 

(消•'な） -メモ U ゲージが完をに消‘なするまでホの«養ぶまでぎません。 

. メモリゲージがいっぱいになると、撮影が自動的に終了します。 


• 電池マークについて 


カメラの電源を入れたときや使用中に電池残量がかなくなると、液晶モニタ 
の電池残量表示が LU 下のようじ表示されます。 


@ - 

—— ► 回 

-^表示なし 

点灯（緑） 

点む（ホ） 

ファインダ横の緑ランプと 
オレンジランプが点减 

撮影できます。*ま 

電池残量がかなくなり 


ました。新しい電池を 

電池残量が完全にな<なリ 


準愉してください。 

ました。新しい電池と交換 
してください。 


* を：デジタルカメラは動作状態じより、消’費電力が大きく変わります。力 
メラの動作が態によっては、電池残量の警告表示なしで電源がオフす 
る場合があります。その際は新しい電池に交換してください。 


• メモリグージについて 


撮影すると、メモリゲージが点灯します。点な中はカードへの記録を巧って 
います。メモリゲージの表示は、撮影状態によって次のようじ変化します。 

静止画を撮影しているとき 


宰備をしましよラ 
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ストラップを付ける 


ストラツプ巧付部にストラツプの短 
い方を通します。 


ストラツプ取付部 


2入 トラップの長い方を輪にくぐらせ 
ます。 




3かし強めに引っ張り、ゆるんで巧け 
ないことを確認してください。 



薇 


カメラをストラップで下げているときは、他のものに引っかかったりしな 
いように、ま意してください。けがや事故の原因となることがあります。 
上の図にしたがってストラップを正しく取りかけてください。万一、誤っ 
た取りかけによリストラップがかれてカメラを落とすなどした場合、損害 
など一切の責任は当なでは負いかねますのでご了承ください。 


0i 
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電池を入れる 


電池はリチウム電池パック CR - V 3 (当社製 LB -01) 1個、または単3ニッケル 
水素電池、ニッカド電池、アルカリ電池、リチウム電池2本を使巧します。 


2 


m 下のことを巧詔してください。 



電池カバーを@の方向(電池カバーに示 
されている^の方向）にスライドさせ 
て、（〇)の方向に引き上げます。 



3 


図のように電池の向きを正しく合わせて入れます。 


4 


単3型電池の場合 


リチウム電ミ也パックの場合 



電池カバーを©の方向に下げて、 

号 マークをしっかり押しながら 
( g ) の方向にスライドさせます。 

閉まりにくいときは無理に押さず、電池 
カバーの「胃マーク」の部分を両手で 
しっかリ押しながら閉めてください。 




電ミせを外して約1時間故置すると、日時の設定は巧巧げ態に戻ります。 

















電池を入れる 


♦別売の電池や AC アダプタを上手に選ぶ 



このカメラではれ属の電池の他、次の電池* AC アダプタを使巧することが 
できます。用途じあわせてお選びください。 

•リチウム電池パック CR-V3 (巧電できません） 


j リチウム電池バック CR-V3 (当社製 LB-01) は寿命が長く、旅行などじも便 
1 利です。 

I リチウム電池パックのラベルは、はがさないでください。端子部に絶縁シー 
よルがおられている場合は、そのテープのみはがしてお使いください。 


参ニッケル水素電池（充電式電池) 


当社製ニッケル水素電池（充電器セット BU-50SNH) は、撮影をじ充電する 
と繰り返し使用できるので経済的です。また、低温にも強く、寒い地域でも 
有劾です。 


•単3アルカリ電あ_ 

旅行先などで電池が消'耗しても、どこでも入手しやすい単3アルカリ電池が 
ご使用いただけます。ただし、銘柄や使巧を件じよって撮影可能枚数が大き 
く変わります。ご使用の際は液晶モニタをこまめにお切りください。 


参 AC アダプタ 


専用 AC アダプタ E-7AC (3V 巧）で、 
家庭用電源 (AC100V) から電源を取 
ることができます。 
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電池を入れる 


-マンガン電池は使用できません。 

なで.電池を使用してカメラをパソコンに長時間接続しているとき、途中で電池 
残量がなくなると画 f をデータにトラブルが生じることがあります。 AC アダ 
プタのご使用をおすすめします。ただし、パソコンとの接続中には、 AC ア 
ダプタを巧き差ししないでください。 

-カメラの電源が入っているときに電池や AC アダプタを巧き差ししないで 
ください。カメラに設定されている設定値や機能にトラブルが生じる場合 
があります。 

-電池の寿命は、お使いの電池の種類、メーカー、カメラの使巧ま件などに是 
より大きく異なります。 を 

- ■ IU 下のを件では撮影をしなくても電力を消’費するため、撮影可能枚数が減 fe 
かすることがあります。 し 

-お晶モニタが点なしている。 5 

-巧生モードで長時間、お晶モニタを点なする。 

-ズーム動作を繰り返す。 

-撮影モードでシャツターボタンを半押しをして、フォーカス動作を 
繰り返す 

-パソコンとの接続時。 

-本書の「巧をにお使いいただくために （ D ^ p .7)」 を必ずお読みください。 
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-ド（スマートメディア》を入れる 


本書では、スマートメディアをカードと呼びます。このカメラで撮影した画 
像は、カードに記録されます。 

•力ードについて_ 

カードとは撮影した画像を記録するためのフィルムじあたるものです。カー 
ドに記録された画像は自由じ削除したり、バソコンで加工することができま 
す。 

①接細面（コンタクトエリア） 

カメラの信号読み取り接点が接触する部分です。 

⑨ライトプロテクトエリア 

書き込み禁止状態にしたいときは、ここに付属のライトプロテク 
トシールを貼ります。 

③インデックスエリア 

力ードに保存されている内容がわかるようにここに付属のラべ 
ルを貼ります 
LU 下の力ードが使用できます。 

• 付属の 16MB の標準力ード 

-別売のオリンバス製力ード (4 • 8 • 16 • 32 • 64 - 128MB) 

-巿販の 3V(3.3V) 力ード (4 • 8 • 16 • 32 • 64 - 128MB) 


S * 2 MB の力ードは使用できません。 

-巿販の 5 V 力ードは使用できません。 

-オリンパス製 m 外の巿販の力ード （3 V C 3.3 V ) など）や、パソコンなどの 
化の機器でフォーマット（巧巧イヒ）した力ードは、このカメラで認識でき 
ないことがあります。お使いになる前に、必ずこのカメラでフォーマット 
してください。「フオーマットする （ P .89)」 


カードのお取り扱い上のを意 
-動作温度： 〇で〜55で、保管温度： 一20 で〜65で、 

動作*保管湿度： 9日％な下 

• 保管時*携帯時は、静電気防止ケースに入れてください。 
•カードを曲げたり、衝撃を与えないでください。 

•カードのコンタクトエリアじは直接手を触れないでくださし、。 
-ライトプロテクトシールは再使巧しないでください。 
•力ードの取扱説明書（イ寸属）もお読みください。 



oh ② 


③ 


01 
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力■ド(スマートゾディア )ぞス々る 


1 U 下のことを巧詔してください。 



2 


力ードカバーを開けます。 




力ードを図の方向につきあたるまで差し 
泣みます。 

カードカバーの内側にカード挿入ち向の 
マークがあります。 



カード挿入 
ち向マーク 


4 力ー ド カバーをカチッ という音がするま 

で閉じます。 
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力-ド(スマートメディア )をス々る 


•カードを抜くとき 

カードを指ホでつまみながら矢印の方向に引 
き抜きます。 


カメラの電源が入っているときは絶対に力ードカバーを開けたり、力ードや 
ま意を電池を取り出したりしないでください。力ード内のデータが破壊されるおそ 
れがあります。破壊されたデータの復旧はできません。 



0 ! 
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電源 ON …レンスバリアを開けます。 

撮影モードで電源が入ります。フラッシュが起き上がり レンズ 
がせり出します。 

レンズがせり出してこないときは、レンズバリアが完全には開 
ききっていません。カチッと音がするところまで開いてくださ 



日付-時刻がリセットされているときは 
液晶モニタに「日時を設定してくださ 
い」と表示されます。「日付■時到を設 
定する （ P .26 )J 


電源 OFF …レンズバリアをレンズのところまでかし閉じます。 

レンズに触れる直前にカチッとした感触があり、レンズが引き 
込まれます。レンズが完全に引き込まれたら、レンズバリアを 
完全に閉じます。 

電源が切れます。（液晶モニタが消'なします） 

フラッシュを手で押し込みます。 





1-^^ 電源を入れたまま約1分間何も操作しないと、電池の消巧を防ぐためにス 
I メモ II リープモード（待機げ態）になります。お晶モニタが点なしているときは自 
動的に消‘灯します。 シャツ ターボタンやズームレバーなどを操作するとス 
リープモードは解除されます。しばらく撮影しないときはできるだけ電源を 
切っておいてください。 


撮影するとき 


準備をしましよラ 


卜〜一^ レンズバリアを閉じる際は、レンズに強く押し当てないでください。キズや 
ま意^故障の原因になります。 




電源の ON/OFF 


•再生するとき 

電源 ON …レンズバリアを閉じた巧態で@ボタンを押しまず。 

再生モードで電源が入ります。液晶モニタが点灯し、撮影した 
最新の画像が表示されます。 



液晶モニタボタン 


電源 OFF …（@) ボタンを押します。 

液晶モニタが消‘なし、電源が切れます。 



液晶モニタボタン 


電源を入れたをに液晶モニタが一瞬光り、しばらくしてから画像が表示され 
1_メモ I I ることがありますが、が障ではありません。 


カメラの電源が入っているときは、絶対に力ードカバーを開けたり、力ード 
^ま意^や電ミ也を巧り出したり、 AC アダプタを巧き差ししないでください。力ード 
内のデータが破壊されるおそれがあります。破壊されたデータは復旧できま 
せん。力ードを交換するときも、おず一度電ミ原在切ってから力ードカバーを 
開けてください。 


嗎！ 
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• 力ード七ットアップ面面が表示されたときは 


電源を ON じすると、力ードチェックが自動的に巧われます。フォーマット 
(初期イヒ)が必要なカードが入っていると、 LU 下の画面が表示されます。 


フオー マツ トすると力ード内の全てのデータが消'去されますので、ごを意く 
ださい。 


薇 

電源をオフにする 


-ドセットアップ 




ボタンを押して 

[電源オフ]を選択し、 ( il ボタ 
ンを押します。 

カメラの電源が切れます。 


力ードを フオーマツ トする 


A すべてのデータが消‘去されます 


C フォーマット 


選が♦图 ま巧*巧の 


ボタンを押して 

[フォーマッ ト]を選択し、 層 Ik ボタ 
ンを押すと フォーマッ トを巧認す 
る画面が表示されます。もう一度 
[フォーマッ ト]を選択してボタ 
ンを押します。 

フォー マットが始まります。 フォー 
マットが終わると、撮影できる状態 
じなります。 





準備をしましよラ 
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レンズバリアを開けます。 


(§1 ボタンを押します。 

撮影モードのトップメニューが表示 
されます。 

十字ボタンの@を押して[モードメ 
ニュー]を選択します。 



ドライブ 


(1(面質モード）（モードメニュ 3 d 


.口7ンクションおお- 

▽ 


ボタンを押して[設定]タブを選 
巧し、ボタンを押します。 


I 卜.项 n ) り或> 

naa ^ i ) 就 > 

つり。。。。。。ぐ。。。。。みI 

パ- W P ◎含。⑩で。⑩リ 
い; m ■••た-ノレ③◎ミ®® 


^ボタンを押して[日時設定]を選 
巧し、ボタンを押します。 


Ife 丈:;■ '沁= 
〇時設定) 


0^ > 
0# > 
Dt > 


じ 1=) 0 0 0 0 。り 。0 00 0み 

◎送。③11。⑩で 
@®ミ⑩⑩ 


日付-時刻を設定する 
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日が.時刻を設定ずる 


6 ^遺>ボタンを押して日付の順序 

を、"年-月-日"、"ち-日-年"、"日-月- 
年"から選択し、^0ボタンを押しま 
す。 

年の入力に移動します。 

この手順は"年-月-日"に設定した場 
合の説明です。 



7 <^运>ボタンを押して最初の項目 

を入力し、@ボタンで次の項にすす 
みます。 

ボタンを押すと、1つ前の項目に戻 
ります。 




準 

備 

を 


妻 


〇 同様の操作を繰り返し.時刻まで入力します。 

9 ボタンを押します。 

0砂の時報に合わせてボタン押す 
と、正確に時間を合わせられます。時 
計はこのとき動きを台めます。 

7がレンズバリアを閉じます。 

カメラの電源がオフになります。 



薇 


電池を巧いて約1時間放置したり、電池が消‘巧していると、日時の設定が消‘ 
えたり遅れたりします。大切なものを撮る前には、日時の設定が正しいこと 
を巧認してください。 


再生モードからも同じ手順で設定することができます。 
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—とタブのしくみ 


カメラの電源を ON じして® K ボタンを押すと、液晶モニタにトップメ 
ニューが表示されます。カメラの各設定はメニューで行います。ここでは撮 
影モードの画面を使って、メニューのしくみについて説明します。 



簡単に設定画面じすすみま 
す。 

操作可能なボタンが画面下に 
表示され、^<2^ボタンで 
項目を選択します。 


-測光やホワイトバランスなど 
いろいろな設定ができます。 

-設定項目が機能ごとに4つの 
タブで分類されています。 

-遺> ボタンでタブを選が 
すると[撮影][画像][カード] 
[設定]のそれぞれのメニュー 
項目が表示されます。 


p!Q^^00)^q0M 


タブ- 



0 ! 
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メニューとタブのし < み 


参ゾニューの操作方法 


(§) w ボタンを押してトツ 
プメニュー■を表示させ 
ボタンを押します。 

トップメニュ ー 


パ巧ィブ） 、. 

かち苗 モ ニ の科 ;^ I 
〜みンクシ 


^十字ボタ ンの巧？也を 
押してタブを選択し、 S ボ 


タンを押します。 

撮影タブ 


つ0を图 


1 (が抑み)りを 夕 
し 一.. I ル层夏 P 


ム 

す 





公■■の 

カードタブ1 


0) ボタンを 
押すとタブ 
の選択に戻 
ります。 
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タニューとタブのしくみ 



準 

備 

を 


妻 


^ ボタンを押して 

設定する項目を選がし、 
£0ボタンを押します。 



¥ ボタンを押して 

設定を変更します。 
選択した時点で、設定が 
完了します。 



選択された項目に緑 
色の枠が移動ます。 


0) ボタンまた 
は (§1 ボタンを 
押すと メニュ ー 
項目の選択に戻 
リます。 




(§1 ボタンを2回押 
すとメニューが終了 
します。 


-カメラの状態や設定内容などにより選ができない項目があります。 

-撮影時にメニューを表示したげ態でシャツターボタンを押すと、そのとき 
選巧されている設定状態で撮影することができます。 

-設定した機能を電源を切っても概寺させておきたい場合は、「設定クリア」の機能 
を「オフ」じ設定してください。 r 電源を切っても設定を残す（原 P .92)」 
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メニューとタブのし ぐみ 


参シヨー トカットメ ニュ -覧 


参撮影モード 


静止画撮影時 ムービー撮影時 


'( ドラィプ）' 


- n ^ - 

<]( 画質モード）（モードメニユうた 


，画質モ-ド）（モ-ドにュ-迫 

〜かンクシ3伽’ 

ク 


放二-- 



準 

備 

を 


妻 


ドライブ 


単写 

1枚ずつ撮影します。 

P.36 

連写 

連続して撮影します。 

P.52 

ムービー 

ムービー撮影をします。 

P.41 


画質モード 


撮影する画像の画質を選択します。 

静止画: SHQ、HQ、SQ1、SQ2 P.59 

ムービー： HQ、SQ 


ファンクション撮影 


合成ツーシヨット 

連統して撮影した2枚の静止画を合成し 
ます。 

P.64 

セルフポートレート 

撮影者がカメラを持って、自分自身を撮 
影します。 

P.66 

バノラマ 

力ードのパノラマ機能を使って、バノラ 
マ撮影をします。 

P.62 
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タニューとタブのしくみ 


参再生モード 


静止画巧を時 


ムービー巧生時 


記録されている静止画を順に表示します。 1 P .71 I 

ムービー 再生 

E ムービーを再生します。 r P .73 I 


情報表示 

画像の撮影情報をすべて表示します。 r P.94 


1コマ消去 

がした画像を消'去します。 r P .75 I 
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メニューとタブのし ぐみ 


けー ド」タブ 


力ードセットアップ 

力ードを フォー マットします。 1 P .88 

[設定]タブ 


設定クリア 

カメラの電源をオフにしたときに設定 
内容を保持するかどうかを選択します。 

P .92 

ビープ音 

カメラの操作音や警告音をオフにします。 

P .87 

レックビュー 

撮影した画像の記録中に、その画像を液 
晶モニタに表示するかどうかを選択し 
ます。 

P .90 

モニタ調整 

液晶モニタの明るさを調整します。 

P .95 

日時設定 

日付と時刻を設定します。 

P .26 


♦モー ドゾニュ-覧 


モードメニューの中は4つのタブに分けられています。^^ボタンを押 
してタブを選択すると、それぞれの機能が表示されます。 

♦撮影モード 



[撮影]タブ 
晒像]タブ 
[力ード]タブ 
[設定]タブ 


陋像]タブ 


ホワイトバランス 

光源に応じて、適切なホワイトバランス 
を設定します。 

P .57 


[撮影]タブ 


露出補正 

画像の明るさを調整します。 

P .53 

デジタルズーム 

光学ズームの最大倍率からさらに高倍率 
(最大約5倍)のズーム撮影が可能です。 

P .44 

測光 

画像の明るさを決める範囲を [ ESP ] [ス 
ポット]から選択します。 

P .55 


ょぅ 
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タニューとタブのしくみ 


拳再生モード 


[再 

生]タブ 

[編 

集]タブ 

[力-ド]タブ 

[設 

定]タブ 



[力ード]タブ 


カードセットアップ 

カードを フォーマツ トします。 

カード内の全ての画像 • 了‘一夕を消'去し 
ます。 

P.88 

P.76 


[設定]タブ 


設定クリア 

カメラの電源をオフにしたときに設定 
内容を保持するかどうかを選択します。 

P.92 

ビープ音 

カメラの操作音や警告音をオフじします。 

P.87 

インデックス表示 

インデックス再生時、液晶モニタに表示 
する画像の枚数を設定します。 

P.70 

モニタ調整 

液晶モニタの明るさを調整しまず。 

P.95 

日時設定 

日付と時刻を設定します。 

P.26 


[編集]タブ 


モノクロ作成 

撮影した画像からモノクロ画像を作成し 
ます。 

P.80 

セピア作成 

撮影した画像からセピア面儉を作成します。 

P.81 

リサイズ 

撮影した画像の画像サイズを小さくし 
た画像を作成します。 

P.82 

インデックス作成 

撮影したムービーを9分割画面で表示す 
るインデックス画像を作成します。 

P.85 


[再生]タブ 


プロテクト 

画像を誤って消'去しないようにプロテ 
クト（保護）します。 

P.78 

回転表示 

撮影した画像を時計回り（+90。）、また 
は反時計回り （-90°) じ回転してま示さ 
せます。 

P.83 

プリント予約 

カードにプリント予約します。 

P.99 


0 ! 
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撮影しましよう 


カメラの正しい巧え方 


両手でしっかリカメラを持ち、脇をしっかりしめます。 

縦位置で撮影するときは、フラッシュが上になるようじします。 

横位置 雛位置 



悪い例 

レンズとフラッシュに指やストラップがかからないよう、ごま意ください。 



2 *^ 


シャツターボタンを押し込んだときにカメラがぶれると、きれいな画像が撮 
れません。正しく構えて、静かにシャツターボタンを押しましよう。 








静止面を摄る 


ファインダを見て撮る方法と、液晶モニタを見て撮る方まがあります。どち 
らもシャッターボタンを押すだけで、手軽に撮ることができます。 


>ファインダを見て撮る 


2 


レンズバリアを開けます。 

カチッと音がするまでスライドさせ 
てください。 

フラッシュが起き上りレンズがせり 
出します。 

ファインダ内の AF 夕ーゲットマーク 
に撮りたいものを合わせます。 

50cm LU 内の距離で撮影するときは、 
マクロ撮影をしてください。「巧くの 
ものを撮る （ll^P.46)」 


3 


4 




綠ランプ 
マ—ク オレンジランプ 


シャツターボタンを捏く押します。 

(この状態を半押しといいます。） 
ピントと露出が固定されると、緑ラン 
プが点なします。このときカメラ内部 
で動作音がしますが、撮影はされてい 
ません。 

半押しの巧態から、さらにシャッター 
ボタンを押し込みます。 

(この状態を全押しといいます。） 
撮影されます。 
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静止画を撮る 


區 


綜ランプが点戚したときは、ピントが合っていません。シャッターボタン 
からキ旨を離し、ピントを合わせる位置を少しずらして再びシャッターボタ 
ンを軽く押してください。「ピントが合わないときは （ I ^ P .39)」 
被写体までの距離が近すぎるときは、緑ランプが点戚します。マクロ撮影 
じ設定してください。「近くのものを撮る （ ll ^ P .46)」 


>液晶モニタを見て撮る 


1 レンズバリアを開けます。 

カチッと音がするまでスライドさせ 
てくださし、。 

フラッシュが起き上リレンズがせリ 
出します。 

2 吗;ボタンを押します。 

液晶モニタが点'なします。「液晶モニ 
夕の表示 （ D ^ P .14)」 






3 


4 


nr^i 


液晶モニタを見ながら構図をホめま 
す。 

ファインダを使った撮影と同じ手順 
で撮影します。 

「♦ファインダを見て撮る Cl ^ P .36 )J 

液晶モニタを消‘口して撮影するときは、もう一度@ボタンを押して 
ください。 
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静止画を撮る 




シャツターボタンを半押ししてオレンジランプが遅く点滅しているとき 
は、フラッシュ充電中です。撮影をにオレンジランプが早く点滅している 
ときは、画像をおな中です。点戚が終わるまで、お待ちください。 

メモリゲージがいっぱいになると撮影できません。致秒待って、メモリゲー 
ジが消なしてから撮影してください。「•メモリゲージについて 
(陪 P .15)」 



巧 

影 

し 

ま 

し 

ぶ 

ラ 


液晶モニタは構図を確認するものです。手ぶれやピント、正確な露出につ 
いては、お大表示をして確認してください。「参クローズアップ再生 
(陪 P .68)」 


薇 


シャツターボタンは静かに押してください。シャツターボタンを強く押す 
とカメラが動き、写真がぶれる原因になります。 

オレンジランプの点減中は、挽巧に電池や AC アダプタを抜かないでくだ 
さい。また、力ードカバーを開けないでください。撮影した画像がな巧さ 
れないだけでなく、撮影るみの画像が破壊されるおそれがあります。 


♦ファインダと液晶モニタを使い分ける 



ファインダ 

液晶モニタ 

長所 

カメラがぶれじくく、周囲 
が明るくても写したいもの 
がはっきり見えます。 

電池の消'耗が少ないです。 

撮影する範囲を正しく確認でき 
ます。 

短所 

巧くのものを撮影すると 
き、ファインダで見える幹 
囲と撮影できる画像とのあ 
いだにずれが生じます。 

手ぶれが起こりやすく、周囲が 
明るいときや暗いときでは見え 
じくいことがあります。電池の 
消'耗が早くなります。 

こんな 

撮影に 

スナップや風景写真など、 
気軽に撮影したいとき。（約 
50cm 〜遠距離） 

実際に写る範囲を確認しなが 
ら、撮影したいとき。人物や巧 
のアップなど近くの被写体を撮 
るとき。（約20〜 50cm) 



ファインダで見た構図より、実際にはやや広い薛囲が撮影さ 
れます。 

写すものとの距離がぶいと左図のように、実際に撮影される 
画面の節旧（斜線部）は、ファインダで見ている節囲とを少 
まなってきます。 
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ピントが合わないときは(フォーカス□ジク) 


ピントを合わせたいものが AF 夕ーゲットマークから外れる（中央じなし、) 
ときは、次の操作で構図の好きな場巧にピントを固定して撮影することがで 
きます。これをフォーカスロックといいます。 


2 


3 


レンズバリアを開けます。 

撮影 モー ドで電源が入ります。 



ファインダーをのぞき、ピントを合わ 广 
せたいものに AF ターゲットマークを 
合わせます。 

ピントが合いにくいものや、速く走る 
ものの場合はまず撮影したいものと 
ほぼ同じ距離のものにカメラを向け 

ホ寸 . 

を9。 緑ランプ 



シャッターボタンを、ファインダ横の 
緑ランプが点なするまで半押ししま 
す。 

ピントと露出が固定されると、緑ラン 
プが点なします。 



¥ 半押しの状態のまま撮影したい構図 
に合わせます。 




ピントが合わな I 、ときは （ フォーカスロック） 


5 シャッターボタンを全押しします。 




m 

影 

し 

ま 

し 

ぶ 

ラ 


被写体までの距離が巧すぎるときは、緑ランプが点滅します。マクロ撮影 
に設定してください。「近くのものを撮る （ I ^ P .46)」 

緑ランプが点脯したときは、ピントが合っていません。シャツターボタン 
から指を離し、ピントを合わせる位置を少しずらして巧びシャツターボタ 
ンを軽く押してください。「ピントが合わないときは （ I ^ P .39)」 


♦才ートフォーカスが苦手な被写体 


次のような場合、才ートフォーカスでピントが合いにくいことがあります。 
いずれの場合も、被写体と同距離にあるコントラストのはっきりとしたもの 
でフォーカスロックした後、構図を決めて撮影してください。また、縦線の 


ない被写体の場合は、カメラを縦位置に構えてフォーカスロックした後、構 
図を横に戻して撮影しても劾果的です。 


ファインダ横の緑ラ 




ンプ点滅 

X 巧 


皆 

このよラなものには 

L m 



ピントが合いません 



义 


コントラストがはつ画面中央に極端に巧る 
きりしない被写体 いものがある場合 



紐線のないもの 


ファインダ横の緑ラ 
ンプは点なするが、写 
したいものにピント 
が合わない 




遠いものと巧いもの動きの速いもの 
がお在する場合 


ピントを合わせたいも 
のが中央にない 
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—ビーを摄る 


動画が撮影できます。撮影した動画はカメラで再生したり、インデックス作 
成機能で静止画として別に保存することができます。「インデックス作成 
(It^P.85)」 

1 撮影モードでトップメニューを表示します。 



一 



レンズバリアを開ける 優 I ボタンを押す 


2 

3 


4 


のボタンを押して[ドライプ]を選択します。 


ボタンを押して[ムービ ー] を 
選択し、 (§1 を押します。 

ムービー撮影じ設定され、撮影モード 
じ戻リます。 

液晶 モニタに 思と使巧されている 
カードで記録できる撮影可能秒数の 
合計が表示されます。 

液晶モニタを見ながら撮影します。 

シャッター ボタンを押す とムービー 
撮影が開始されます。撮影が始まると 
連続して記録できる撮影可能秒数が 
表示されます。 

もう一度、シャッターボタンを押すと 
ムービー撮影が終了します。 



mm 


目しま」ょ。 


撮影可能秒数 
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ムービーを撮る 


参ムービー撮影を解除するには 

© ボタンを押します。 

液晶モニタが消‘口し、ムービー撮影が解除されます。 


I … n -レンズバリアを閉じるとムービー攝影が解除されます。「電源を切っても 
I クモ II 設定を残す CI ^ P .92 )J 

-フラッシュ、光学ズームは使用できません。ズームを使用するときは、デ 
ジタルズームをオンに設定してください。「•デジタルズームを使う 
(臨 P .44)」 

-ムービー撮影は、画像のお巧にしばらく時間がかかります。 

-撮影可能秒巧は、画質、カードの空き容量などにより変わります。 

-音声は録音できません。 
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拡大して摄る（光学ズーム/デジタルズーム) 


ズーム倍率3倍（光学ズーム 35mm カメラ換算： 38mm 〜 114mm ) の望遠 
や広角撮影が巧えます。デジタルズームと組み合わせて使巧すると、最大約 
15倍相当の撮影ができます。 

♦光学ズー厶を使う 


2 


レンズバリアを開けまず。 

撮影 モー ドで電源が入ります。 





ファインダを見ながらズームレバーをスライドします。 


ズーム レバーを側に引くと望違になりま 
す。 

ズームレバーを^じ押すと広角じなリます。 




1 
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拡大して攝るけ t 学ズーム/デジタルズーム) 


参デジタルズー厶を使う 


デジタルズームを使巧するには撮影メニューで「デジタルズーム」を「才 
ン」に設定します。 

画質モードの設定により最大倍率は変わります。 

静止画 SQ 1、 HQ、SHQ : 2. 日倍まで 

SQ 2 : 5倍まで 

ムービー HQ、SQ :3倍まで 

「画像のクオリティとサイズを変える （ II ^ P .59)」 

1 撮影モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

2 ボタンを押して[モードメニュ ー] 

を遷択します。 

3 巧？必ボタンを押して[撮影]タブを 

選択し、@ボタンを押します。 


4 ボタンを押して[デジタル 

ズーム]を選択し、を押します。 
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拡大して撮る(化学ズーム/デジタルズーム) 


5 の处ボタンを押して讨ン]を選択 

し、ボタンを押します。 

デジタルズームが設定されます。 

ボタンを押すと、メニユーが終了 
します。 

6 ズームレバーを T み側に引きます。 

ズームバーが 表示されます。 


注 r ijjtr 

画なジタルズ-占)< (オフ） 

(Q^g) 


r§f3i 

ズームの拡大率じよって 
バーが移動しまず。 


-ズームパーの白い部分が光学ズームのをち域です。デジタルズームが設定さ 
I クモ II れている場合は、ズームバーにホい領域が表示されます。光学ズームで最 

大までズームアップすると、デジタルズームになります。 

-デジタルズームの領域で撮影すると、画像が粗くなることがあります。 

-高倍率になるほど手ぶれが起こりやすくなります。手ぶれ防止のため、云 
脚を使うなどして、カメラを固定してください。 

-液晶モニタをオフにするとデジタルズームは解除されます。ただし、デジ 
タルズームがオンに設定されている場合、巧び液晶モニタを ON にすると 
デジタルズームも使用できる巧態になります。 
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巧くのものを摄る（マクロ) 


20〜 50 cm の距離で撮影するときじ使います。 



ム ^ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯し、現在のマクロの 
設定が表示されます。 



J 現在のマク□の設定が表示されている巧態で巧> ボタンを押します。 

@ボタンを押すたびじ[マクロオン][マクロオフ]の順で設定は変わり 
ます。マクロに設定されると液晶モニタに化が表示されまず。 

¥ 液晶モニタを見ながら撮影します。 

マクロ撮影をやめるときは^ボタン 
を繰り返し押して[化マクロオフ]を 
表示させます。化マークが消‘えます。 
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近くのものを镇る(マク a ) 


レンズバリアを閉じるとマクロが解除されます。「電源を切っても設定を残 
す （ D ^ P .92)」 


一〜-マクロ撮影時は、被写体との距離を20〜 50 cm の間に保ってください。近 
ミち意^ づきすぎると緑ランプが点脯します。 

•フラッシュ使用時は影が目立ったり適正な巧るさにならないことがあり 
ます。 






を使う 


フラッシュの設定がオート発光（初期設定）のときには、暗いところや強い 
逆光でフラッシュが自動的に発光されますが、巧況に応じて発光のしかたを 
変更することもできます。撮影状況、目的じあねせてフラッシュの設定をお 
選びください。 


2 


レンズバリアを開けます。 

撮影 モー ドで電源が入ります。 


を)ボタンを押します。 

現在のフラッシュの設定が表示され 
ます。 


3 



媛 ik 


4 


現在のフラッシュの設定が表示され 
ている状態でボタンを押します。 

(0 ボタンを押すたびじ[才ート発光] 
[<§> 赤目軽減][ち強制発光] [® 発光 
禁止][ジ夜景][ジ<§>夜景赤目]の 
順で設定は変わリます。 

撮影します。 





フラッシュの光が届く薛囲は、約 2.5 m までです。 

レンズバリアを閉じるとオート発光（巧巧設定）に戻ります。「電ミ原在切二 
ても設定を残す （ I ^ P .92)」 
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•7 ラッシュ ををう 


e - オレンジランプが点戚しているときはフラッシュの充電中です。フラッ 
シュがと、要なを件ではシャッターが切れません。オレンジランプが;肖なす 
るまでお待ちください。 

-近い距離でフラッシュ撮影すると影が目立ったり適正な明るさにならな 
いことがあります。 

-連写、パノラマ、ムービー撮影では ご 使用になれません。 

♦オート発光（表示なし） 

暗いときや逆光のとき、フラッシュが自動的に発光します。 

逆光で撮影するときは、撮りたいものじターゲットマークを合わせて撮影し 
てください。 

♦ホ目軽減（巧 >) 

人物を撮影すると目がホく写ることがありますが、[ホ目軽減]に設をすると 
この現象が軽減されまず。本発光の前に数回の予備発光を巧い、目がホく 
写ってしまラ現象を起こりにくくします。 

圆偏 


目がホく写ります 


薇. 


最初の予備発光からシャッターが切れるまで約1抄かかります。カメラを 
しっかり構えて手ぶれを防いでください。 

フラッシュを正面から見ていない場合や、予備発光を兒ていない場合、距 
離が遠い場合などや個人差じより、ホ目軽減の効果が現れじくくなります。 


參強制発光 （4) 


フラッシュを必ず発光させます。木かげなどで顔にかかった陰をやわらげる 
ときや、逆光、を光口などの人工照明下での撮影のときじ使巧します。 



鷄 


非常に明るい状況下では、効果が現れにくくなることがあります。 


目しょ。 
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ブラッシュ を使う 


•発光禁止（⑤） 

暗いところでも発光させたくないときじ使用します。美術館などのように、 
フラッシュを使用できなし^場巧での撮影に使用します。フラッシュが届かな 
い遠景の夜景*夕景を撮りたいときにも使用します。 

•夜景（么〇 

夜景を撮影するときじ使用します。遅いシャッター速度でフラッシュが発光 
するので、背景を写しこむことができ、手前の人物と背景の両方を撮影する 
ことができます。 

•夜景ホ目（と ><§>) 

夜景をバックに人物を撮影するとき、人物のホ目現象を軽滅します。予備発 
光を行ってホ目を軽滅しまず。 


フラッシュモードが[発光禁止][夜景][夜景ホ 目] のとき、暗い場所では 
を意^シャッタースピードが遅くなります。このときはカメラぶれを防ぐため 、 H 
脚のご使用をおすすめします。また、暗い場所などではフラッシュが[発光 
禁止]に設定されていると、手ぶれ警告としてオレンジランプが点滅します 
が、撮影はできます。また、動いているものを撮るとぶれて写ります。 
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いろいろな巧能をほつて撮影しましよう 


セルフタイマーを使う 


セルフタイマーを使って撮影できます。カメラを云脚にしっかりと固定して 
から撮影してください。記念写真を撮るときに便利です。 


1 レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源が入ります。 

2 ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯し、現在のセルフタ 
イマーの設定が表示されます。 


3 



4 


現在のセルフタイマーの設定が表示 I 
されている状態でボタンを押し 'S 

ます。 

逸>ボタンを押すたびじ[セルフタイマーオン][セルフタイマーオ 
フ]の設定が変わリます。 


撮影します。 

シャッターボタンを押すとセルフタイ 
マーランプが約10秒間点口し、さらに 
2砂間点减した後、撮影されます。 



セルフタイマーランプ 


[ 2 ^ 


-セルフタイマーモードは、設定クリアがオフになっていても.撮影をする 
かレンズバリアを閉じると、自動的に解除されます。 

. シャッ ターボタンを押したをに撮影を中止したいときは、ボタンを押 
してください。 


いろいろな能を巧つ了震しましよラ 
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連鏡で摄る（連写) 


シャッターボタンを押している間、約 1.1 コマ/秒で約5枚！;!上 （ HQ 使用時） 
の静止画を連統して撮影する機能です。連綿した画傲の中から巧みの画像を 
選べるため、動いているものの撮影におすすめです。連写したをで不要な画 
像は、ミ肖去することもできます。「♦•!コマ消'去（降 P .75 )J 

J 撮影モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

2 巧？ ボタンを押して[ドライブ]を遷択しまず。 

■ 3 ボタンを押して[連写]を選択 

し、ボタンを押します。 

I ' 連写が設をされ、メニューが終了しま 


吉 

\ 4 撮影します。 

1 シャッターボタンを押している間は連写が続きます。指をはなすと連 

k 写が止まります。 

し 

-レンズバリアを閉じると連写がお除されます。「電源を切っても設定を残 
す （ II ^ P .92 )J 

* フラッシュは使用できません。 

-手ぶれを巧えるため、シャッター速度は最長1/30巧に設定されています。 

そのため暗い被写体は通常より暗く写る場合があります 
-連写可能な枚数や連写のスピードは、被写体、画質、カードの残量などに 
より変わってきます。 


ま写は、撮影画像の巧巧にしばらく時間がかかることがあります。 


[??1 


薇 
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面像の明るさを巧える（露出な正） 


撮影する被写体じよっては、カメラが自動的に設定した露出を補正したほう 
がよいときがあリます。 0.5 段刻みで ±2.0 の範囲で設をできます。 

通常、白い被写体（雪など）を撮影すると実際より暗く写ってしまいます 
が、 [+ ] じ補正することにより見たままの白を表現することができます。ま 
た、黒い被写体を撮影するときは、逆に [—] に補正すると劾果的です。 



+ 2.0 


2 


撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けまず。 

-ボタンを押します。 

@ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


3 の必ボタンを押して[撮影]タブを 
選択し、@ボタンを押します。 


4 


te ; •がお巿 ■ [) 国® 

0 牙^ 


於タルズ或 


I CJ 1 狐じ！賣庐 

E 

I 


の贫ボタンを押して[露出補正]を 
選択し、@ボタンを押しまず。 


W 露出補正） N ⑩ 

teaih 口■ じ訊 7 


ぃろぃろな！を目」ま」ょぅ 


53 

































画像の明るさを変える(露出補正) 


5 ^遺> ボタンを押して補正値を遭 

択します。 

プラス [+] で明るく、マイナス [-] で 
暗くなリます。 

露出補正値が設定されます。 

@1ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 

6 撮影します。 


ィィィ^ -レンズバリアを閉じると、露出補正が±0け刀巧設定）に戻ります。「電源 
メモ II を切っても設定を残す （ D ^ P .92 )J 

-液晶モニタを見ながら露出補正すると、表示されている画像の巧るさも変 
わります。撮るものによっては変化がわかりにくい場合があります。その 
X ときは画像を再生してご巧認ください。 

い 

る卜〜-フラッシュを使用すると意図した明るさ（露出）で撮影できないことがあ 
^ ります。 

を -撮るものの周囲が極端に巧るいときや極端に暗いときは、露出捕正では補 

ミ 正しきれないことがあります。 
























中央部の明るさを優先して撮る（測巧） 


逆光のとき、通常の測光の測定値（デジタル ESP 測光）では撮リたいものが 
暗くなることがあリます。この場合、スポット測光に変更すると、背景の光 
に影響されることなく、ファインダ中央部の明るさに合わせて撮影できま 
す。 

測化の設走 

ESP (表示なし） ファインダの中央部と周辺部を別々に測光して、最適な露出にしま 

す。 

スポット （ Cvl ) ファインダの中央部のみを測光します。ホみ部の被写体に適正な露 
出じします。 


2 


撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

(0 ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


3 @公ボタンを押して[撮影]タブを 

選択し、@ボタンを押します。 


4 


@也 

し、爲ボ 


ボタンを押して[測化]を選択 
タンを押します。 



ぃろぃろな！を@ミ目」ま」ょぅ 
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中央部の明るさを慶先して撮る(測光) 


5 ^遺>ボタンを押して[スポット]を 

選択します。 

スポット測光が設定されます。 

ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 


6 ファインダ内の AF 夕ーゲットマークに撮りたいものを合わせて撮影 
します。 


I ■•一一つ I レンズバリアを閉じると 、 ESP (巧巧設定）じ戻ります。「電源を切っても 

1_メモ I I 設定を残す （ D ^ P .92)」 



いろいろな巧能を使つて巧影しましよラ 
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面像のを合いを調整する（ホワイトバランス) 


被写体は光源によって色が変わリます。たとえば、白い紙に晴天時の太陽が 
あたっているとき、夕日があたっているとき、電球のロリがあたっていると 
きでは、それぞれの白が違います。ホワイトバランスを調整することによ 
リ、このような光源による挪妙な色の違いを見たままの色に表現することが 
できます。 

ホワイトバランスの設定 

オート（表示なし）自巧な色合いで写るよう自動的に調壁します。 

晴天 ) 晴れた屋外で自巧な色に写ります。 

曇天（ピ2)) 曇った屋外で自巧な色に写 U ます。 

電巧（ぶ); ■) 電巧のなりで自巧な色に写ります。 

里光な（(^) 里光なのなりで自巧な色に写ります。 

1 撮影モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

2 [0 ボタンを押して [モー ドメ ニュー ] を選択します。 

3 @必 ボタンを押して[画像]タブを 
選択し、@ボタンを押します。 


4 (0 ボタンを押します。 




いろいろな巧能を巧つて巧影しましよラ 
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画像の色合いを調整する(ホワイトバランス) 


5 ^遺> ボタンを押して [才ート] [晴 
天][曇天][電巧][里化な]から選択しま 
す。 

ホワイ ト バランスが設定されます。 

(§L ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 


6 撮影します。 


レンズバリアを閉じると、才ート（巧お設定）に戾ります。「電源を切っても 
設定を残す D ^( P .92)」 

電巧の下で見たままにおい雰囲気で撮りたいときなどは、[晴天]に設定す 
ると効果的です。 


特巧な光源下では、ホワイトバランスが思ったとおりに機能しない場合が 
あります。 

オートなかのホワイトパランスに設定して撮影した場合、画像を巧生して 
色を巧語してください。 

オートなかのホワイトバランスに設定してフラッシュを発化した場合、お 
晶モニタで見た色とまなった色で撮影されることがあります。 



























面像のクオリティとサイズををえる（画質) 


撮影する画像の画質を設定します。プリンタ用、パソコンでの加工巧、ホー 
ムページ用など、用途に合わせて画質モードをお選びください。 


静止画の画質設定 


面質モード 

特徴 

記録サイズ 
(画素数） 

画質 

データ 

容量 


•きれいにプリントしたいとき。 

1600 X 1200 ピク 

きれい 

大きい 


• A 4 サイズなどに大きくプリント 

七ル X 





SHQ 

(スーパー八イ 

したいとき。 

•パソコンで面像を加工したいと 
ぎ。 

•高面質になるため、巧影可能か 


J 


J 


クオリティ） 







数は少なくなります。また、面 
像の保巧に時間がかかります。 






HQ 

(八イクオリティ） 

■バソコンで面像を編集するとき 

1600 X 1200 





や葉書大じプリントするとき。 
•初期設定値です。 

ピク七ル※ 






■メールに添付するときやバソコ 

SQ 1 





SQ 

(スタンダード 
クオリティ） 

ンで画像を見るとき。 

1024 X 768 





•標準的な画質です。巧影可能か 
数はをくなります。 

ピク七ル※ 

SQ 2 

640 X 480 

1 

r 

1 

r 



ピク七ル※ 


かさい1 


ムービーの 画質設定 


画質モード 

特徴 

記録サイズ 
(面素数） 

画質 

データ 

容量 

HQ 

(八イクオリティ） 

1回の撮影でま続15巧間記録で 
きます。 

320 X 240 

ピク七ル※ 

きれい 

伞 

大きい 

伞 

SQ 

(スタンダード 
クオリティ） 

1回の撮影でま続60巧間記録で 
きます。 

160 X 120 ピクセ 
ル X 

t 

普通 

t 

かさい 


※ピクセルとは、画像の大きさを表す単位です。「参画質モードと記録サイズの関係に 
ついて （ D ^ P .61)」 


ぃろぃろな！を？ TS こましょ。 
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画像のクオリティとサイズを変える(画質) 


2 

3 


撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

ボタンを押して[画質モード]を選択します。 


^远> ボタンを押して画質を選択 
し、@1ボタンを押します。 

静止画の場合は [SHQ][HQ][SQ1][SQ2] 
から、ムービーの場合は [HQ][SQ] から 
選択できます。 

画質が設定され、メニューが終了しま 
す。 


4 


MHQll 600 x 1200 ™ 


SQ1 

1024x768 I 

SQ2 

640x480 


静止画の場合 


撮影します。 


メモ 


レンズバリアを閉じると、画質の設定が HQ (巧お設定）じ戻ります。「電 
源を切っても設定を残す （ C ^ P .92 )J 

静止画の画質とムービーの画質は設定メニューが異なり、ムービーの画質 
ををましても、静止画の画質は変まされません。 


■。ろ！5 
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画像のクオリティとサイズを変える(画質) 


♦ 画質モードと記録サイズの関係について 
•記録サイズ 

画像をカードに記録する際の大きさ（横の画素数X縦の画素数）です。画像 
をプリントするときは、大きなサイズで記録しておくときれいにプリントさ 
れます。ただし、記録サイズが大きくなるほどファイルサイズ（データの 
量）も大きくなり、カードに記録できる枚数は少なくなります。 

• 記録サイズとバソコンモニタ上での画像の大きさ 

撮影した画像をバソコン上で見る場合に表示される画像の大きさは、バソコ 
ンのモニタ設定じよって異なります。たとえば、 1024X768 ピクセルの記録 
サイズで撮影された画像は、バソコンのモニタ設定が1024 X 768のとき画像 
を等倍（100%)で表示すると、モニタ全体に表示されます。モニタ設定が 
それ LU 上 （1280X1024 など）になると、モニタの一部じしか表示されません。 


•撮影可能巧数 

撮影可能な枚数は、おおよその目安です。 



静止画（枚数） 

画質 

力-ド 

SHQ 

HQ 

SQ1 

SQ2 

8MB 

5 

16 

29 

49 

16MB 

11 

33 

58 

99 

32MB 

22 

66 

117 

199 

64MB 

45 

132 

234 

398 

128MB 

91 

266 

469 

798 


いろいろな機能を使つて撮影しましよラ 
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パノラマ撮影 


付属の当社標準力ードを使うと、パノラマ撮影が簡単に楽しめます。被写体 
の端が重なるようにして撮影した何枚かの画像を 、 CAMEDIA Master (か属 
の CD — ROM に収録）でつなぎ合わせ、1枚のパノラマ合成画像を作成する 
ことができます。 


2 

3 


4 


撮影 モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

^ボタンを押して[フアンク シヨ ン 撮影] を遷択します。 


@遺:> ボタンを押してレくノラマ]を 
選択し、ボタンを押します。 

バノラマが設をされます。液晶モニタ 
が自動的に点なします。 


十字ボタンでつなげる方向を指定し 
ます。 

か次の画像を右じつなげます。 

0) :次の画像を左じつなげます。 
の-- 次の画像を上じつなげます。 
が- 次の画像を下につなげます。 



左から右へ画像をつなぐ 
撮影をする場合 


■ !5 
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パノラマ撮影 


つなげる部分が同じ画像じなるように構図を設定してくたさい。 

10枚撮り終わると警告マークが表示 
されます。 


6 終了するには@1ボタンを押してください。 


盧)<ボタンを押すか、レンズバリアを閑じるとパノラマ撮影が解除されます。 


パノラマ合成機能付きのカード1^外では、パノラマ撮影はできません。 
露出は、1枚目でミ夫定されます。1枚目に太陽を入れた撮影などをしないで 
ください。 

HQ/SHQ モードでを量のパノラマ撮影をするとパソコンで合成するときに 
メモリ不足になることがありますので、 SQ1/SQ2 モードでの撮影をおすす 
めします。 

パノラマ撮影中はフラッシュ、連写、セルフタイマーは使用できません。 
パノラマ合成はカメラ本体ではできません。パノラマ合成画像を作成する 
場合は、 CAMEDIAMaster をご使用ください。 
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5 被写体の端が重なるように撮影します。 

最大10枚までバノラマ撮影が可能です。 


いろいろな巧能を使つてお影しましよぅ 










合ぶツーシヨット撮影 


2回続けて撮影した画像を合成して、1枚の 
画像として保存します。別々の被写体を1枚 
の画像じして楽しむことができます。 


1 撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けまず。 

* (§1 ボタンを押します。 

2 ^ボタンを押して[ファンクション撮影]を選択します。 

3 ボタンを押して[合成ツー 

ショット]を遇 R し、 (§1 を押します。 

合成ツーショットが設定されます。液 
晶モニタが自動的に点なします。 


4 液晶モニタを見ながら1回目を撮影 

します。 

撮影した被写体は左側に配置されま 
す。 





■。ろ—.， 
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合成ツーショット撮影 


5 続けて2回目を撮影します。 

撮影した被写体は右側に配置されま 
す。 


-ボタンを押すか、レンズバリアを閉じると合成ツーショットが解除され 
まも 

-合成ツーショット撮影中は連写、セルフタイマーは使用できません。 

-1枚撮影を、合成ツーショットを中止したいときは慢 i ボタンを押してく 
ださい。1枚目に撮影した画像は記録されません。 



撮影時の画像 


いろいろな巧能を使つて巧影しましよラ 
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自分を入れて撮影をする（セルフポートレート撮影) 


撮影者が手を伸ばして自分を撮るのじ最適 
になるよラ、カメラが自動的にセルフポー 
トレート撮影に適した条件に設定します。 


1 撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

2 ボタンを押して[フアンクシヨン撮影]を遷択します。 

3 ^选> ボタンを押して [ セルフポー 

トレート]を選択し、ボタンを巧 
します。 

セルフポートレートが設定され、メ 
ニューが終了します。 


4 撮影します。 

ズーム位置は自動的じ広角に設定されます。 


I … h - ボタンを押すか、レンズバリアを閉じるとセルフポートレートが解除 

I メモ II されます。 

-セルフポートレート撮影中は連写、デジタルズームは使巧できません。 




■ !1， 


66 



















巧生しましよラ 


静止面の再生 


液晶モニタに1コマずつ、撮影した画傲を再生します。 

1 レンズバリアを閉じた巧儀でに! J ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯し、最後に撮影した 
画像が表示されます。 （1 コマ再生） 



2 @な>0^^ボタンを押します。 



3 巧生をやめるときは、巧9ボタンを押します。 

液晶モニタが消‘なして電源が切れます。 




電源を入れた後に液晶モニタが一瞬光り、しばらくしてから画像が表示され 
る場合があります。 
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静止画の巧を 


液晶モニタに表示される画像を 1.5 倍、2倍 2.5 倍、3倍と段階的に拡大表 
示します。撮った画像の細かい部分を確認したいときに便利です。 

1 レンズバリアを閉じて@ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯し、最後に撮影した画像が表示されます。 

0) ボタンを押して、拡大表示する画像を選択してください。 

2 ズームレバーを側に引きます。 

画像が 1.5 倍に拡大されます。 

ズームレバーを引くごとに拡大して 
表示されます。化大表示からズームレ 
バーを^側に押すと1倍の大ささに 
戻リます。 

3 拡大表示中に巧？^食)ボタンを 

押すと、画像をずらして表示することができます。 



肝 


ムービーは拡大再生できません。 


68 


•簡単再生（ダブルクリック巧生) 


撮影中にレンズバリアを開いたまま、画像を再生することができます。画像 
を再生して確認を、すぐに撮影に戻りたいときに便利です。 

1 撮影モードで©ボタンをすばやく 2回押します。（ダブルクリック） 

すぐに再生モードになり、最後に撮影した画像が表示されます。 （1 コ 
マ再生） 

厶 シャッターボタンを捏く押します（半押し）。 

撮影モードじ戻リ、撮影することができます。 

簡単再生で表示した画像は、通常の再生モードと同様に、各機能が使用でき 


参クロー ズアップ再生 


再生しましよラ 






















静と画の巧を 


♦インデックス再生 


液晶モニタに複数の画像を一度に表示することができます。見たい画像をす 
ばやく探したいときに便利です。一度に表示されるコマ数を4、9、16分割 
から選ぶことができます。「♦インデックス再生のコマ数を変更するには 
(臨 P .70)」 

1 レンズバリアを閉じて@ボタンを押しまず。 

液晶モニタが点巧し、最後に撮彩した画像が表示されます。 （1 コマ再生） 


2 




4 


ズームレバーを^側に押すとイン 
デックス巧をになりまず。 


十字ボタンで画像を選択します。 

選択された画像が緑の枠で囲まれます。 

《)：1つ次の コマへ 移動。 

0) :1つ 前の コマへ 移動。 

み- 左上の画像の1つ前までのイン 
デックスを表示。 

感 .. 右下の画像の次からのイン 
デックスを表示。 


集拉游 

燃#圍 


麗困隱 



i 


ズームレバーを側に引くと1コマ 
巧生に戻ります。 

緑の枠で選がされていた画像が1コマ 
で表示されます。 
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静止画の巧生 


參インデックス再生のコマ数を変更するには 

インデックス再生の コマ 数を4 コマ、 9 コマ、 16 コマの 中から選択します。 

1 巧生モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを閉じて (§) ボタンを押します。 

• (§^ボタンを押します。 

2 (0 ボタンを押して [モー ドメ ニユー ] を選択します。 

3 の必ボタンを押して隙定]タブを 
選択し、@ボタンを押しまず。 


4 ボタンを押して[インデック 

ス表示]を選択し、ボタンを巧しま 
す。 


5 @違> ボタンを押して[4][9][16]か 

ら遷択します。 

インデックス再生のコマ数が設をさ 
れます。 

0^ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 



C 夕 或 > 
广曲巧壬') じ疗シ 
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静と画の巧を 


参自動再生 


画像を順番に、自動的に表示します。撮った画像を順に見たいときに便利で 
す。 

1 再生モードでトップメニューを表示します。 

• レンズバリアを閉じて (§) ボタンを押します。 

• (§^ボタンを押します。 

2 @ ボタンを押して[自動巧を]を 遭 

択すると、自動巧生がスタートしま 
す。 

1 コマ 3秒間表示され、自動的に次の 
コマに 移ります。 


3 (§1 ボタンを押すと自動巧をが中止され、再生モードに戻ります。 


ムービーをき示中に、トップメニユーを表示すると[自動再生]のかわりに 
I メモ II [ムービー再生]が表示されます。自動再生を巧う場合は、静止画を表示させ 
てから操作してください。 
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静止画の巧生 


♦テレビ再生 

同袖のビデオケーブルでテレビに接続すると、テレビで画像を再生すること 
ができます。 

1 カメラとテレビの電源を切って 
から、ビデオケープルをカメラ 
のビデオ出力端子とテレビのビ 
デオ入力端子に差し込みます。 


ム テレビの電源を入れて「ビデオ入力」に設定します。 

ビデオ入力の設定方まについては、テレビの取扱説明書をご覧くださ 
し、。 

3 @ボタンを押します。 

再生 モー ドで電源が入り、最後に撮影された画像がテレビに表示され 
ます。 

十字ボタンで再生する画像を選択できます。 

「化大再生」「インデックス再生」「自動再生」が楽しめます。 

-ビデオケーブルを接続すると、液晶モニタの表示は消'えます。 

I メモ II -テレビで再生する場合は、 AC アダプタ（別売）のご使用をおすすめします。 

-テレビの調整により、画像が画面中央からずれることがありますが、カメ 
ラの故障ではありません。 

テレビとの接続には必ず付属のビデオケーブルをご使用ください。 




再ホしましよラ 







ムービー再生 


1 レンズバリアを閉じてボタンを押します。 

液晶 モニタが 点なします。 

2 0)(0 ボタンを押して、巧生したい 

掛マークの付いた画像を表示させ、 
ボタンを押します。 

トップメニューが表示されます。 


3 ボタンを押して[ムービー巧生]を選択します。 

ファインダ横のオレンジランプが点減し、データが読み込まれた後 
ムービーが再生されます。再生が最後まで終わるとムービーの先頭に 
戻リます。 

4 層 i ボタンを押します。 

メニユーが表示されます。 

再生：もう一度再生します。 

コマ 送リ： コマ 送リをします。 

中止：再生を中止します。 


5 ボタンを押して[巧生] [コマ 送り][中止]を選択して、@1ボ 

タンを押します。 




let :* しま」ょぅ 


73 














ムービ _ 巧を 


:ムーヒーの先頭のコマを表示します。 

:ムービーの末尾のコマを表示します。 

:ムービーのコマが進みます。押し続けると再生します。 

:ムービーのコマが戻ります。押し続けると逆再生します。 
:ムービー巧生メニューが表示されます。 


I … n 他のムービーを再生したいときは、ムービー再生メニューから[中止]を選が 
I クモ II していったんムービー再生をが了します。次に、巧生したいマークの付 
いたコマを表示させて、もう一度トップメニューから[ムービー再生]を選が 
してください。 


参[コマ送りを選巧したときの操作 


の公@@<85 
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面像の消去 


1 レンズバリアを閉じて@ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯します。 

2 <^运>食) ボタンを押して、消去したい画像を表示させます。 

「静止画の再生 （D^P.67)」 

3 ボタンを巧します。 

トップ/ニューが表示されます。 

4 ^ ボタンを押してい コマ ミ 肖去]を遷 

択します。 




撮影した画像を消'去します。再生している1コマのみを消'去する1コマ消'去 
とカード内の全ての画像を消‘去する全コマ消‘去があります。 

消去したい画像がプロテクトされている場合、または力ードにライトプロ 
テクトシールが貼ってある場合は消'去できません。画像のプロテクトを锅 
除する、またはライトプロテクトシールをはがす、などの操作を巧ってか 
ら消去してください。 

消去した画像は元に戻せません。消‘去する前に、大切なデータを消‘さない 
ように十分にミ主意してください。「大切な画像を消‘さないようにする 
(腐 P .78)」 


参1コマミ肖去 


薇. 


巧ましましよラ 




画像の消去 


5 ^ 遺 >ボタンを押して [ミ 肖去]を選択 

してボタンを押します。 

画像がミ肖去され、メニューが終了しま 
す。 



♦全コマ消去 


2 


巧生モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを閉じて后!^ボタンを押します。 

• ボタンを押します。 

(0 ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


3 @違> ボタンを押して[力ード]タブ 

を遷択し、ボタンを押します。 


4 


巧ボタンを押します。 
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画像の消去 


5 ^ 遺 >ボタンを押して[全 コマ;" 肖ち] 

を遭択して、 (§1 ボタンを押します。 

フオーマツ トを選択すると全ての 
データが消'去されますので、ごを意く 
ださい。 


I 全コマ r 肖去つ 


■リ田 n 削!;〇目お tn 雨 


6 @ボタンを押して [ 消去 ] を潭択し 

て、114ボタンを押します。 

すべての画像が消‘去されます。 


全コマお去 




再生しましよラ 
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大切な面像をおさないようにする（プ□テクト） 


残しておきたい大切な画像は、プロテクト（保護）を設定してください。 

1 レンズバリアを閉じて (§) ボタンを押しまず。 

液晶モニタが点'なします。 

2 ボタンを押して、プ□テクトしたい画像を表示させます。 

3 (§)., ボタンを押して S ボタンを押します。 

モードメニューが表示されます。 


4 の处 ボタンを押して[巧生]タブを 

選択し、¢0ボタンを押します。 


5 @ 鱼: >ボタンを押して[プ□テクト] 

を遭択し、^8ボタンを押します。 


6 の贫 ボタンを押して[オン]を選択 
します。 

プロテクトが設定されます。 

^ボタンを2回押すと、 メニュー ■が 
終了します。 
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大切な画像を消さないようにする(プロテクト) 





-電源を OFF にしても、プロテクトの設定は保存されます。 


よ〜-プロテクトされた画像は1 コマ 消'去/全 コマ 消‘去できませんが. フォーマツ 
ミ主意を 卜を行うとすべてミ肖去されます。 

-ライトプロテクトシールが貼ってある力ードはプロテクト操作できませ 
ん。 















静止面の編集 


鲁モノクロ作成 


撮影した画像からモノクロ画像を作成します。 

1 レンズバリアを閉じて©ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯します。 


2 

3 


食 ボタンを巧して、モノクロにしたい画像を表示します。 
@1ボタンを押して@ボタンを押します。 


モードメニューが表示されます。 


4 の处 ボタンを押して[編集]タブを 

選択し、 [0 ボタンを押します。 

5 ボタンを押して[モノクロ作 

成]を選択し、 (0 ボタンを押します。 

6 ^逸^ ボタンを押して[巧規作成]を 
選択し、ボタンを押します。 

作成中を示すバーが表示された後、再 
生モードに戻ります。作成されたモノ 
クロ画像は元の画像とは別の画像と 
して保存されます。 

編集をやめるときは[中止]を選択して 
(gl ボタンを押してください。 



薇; 


ムービーはモノクロにすることができません。 

ライトプロテクトシールの貼っている力ードは操作できません。 

カードの空き容量が不足しているときは作成することはできません。 
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静止画の編集 


♦七ピア作成 


撮影した画像からセピア画像を作成します。 

1 レンズバリアを閉じてボタンを押します。 

液晶モニタが点'なします。 

ム 食)ボタンを押して、七ピアにしたい画像を表示します。 

) @1ボタンを押して@ボタンを巧します。 

モードメニユーが表示されまず。 

4 の处 ボタンを押して[編集]タブを 
選択し、@ボタンを押します。 

5 の包>がタ ンを押して[七ピア作成] 

を遷択し、^0ボタンを押します。 


6 ボタンを押して[巧規作成]を 

選択し、ボタンを押します。 

作成中を示すバーが表示された後、再 
生モードに戻ります。作成されたセピ 
ア画像は元の画像とは別の画像とし 
て保存されます。 

編集をやめるときは[中止]を選択して 
(§1 ボタンを押してください。 



-ムービーはセピアにすることができません。 

•を}. ライトプロテクトシールの貼っている力ードは操作できません。 

-力ードの空き容量が不足しているときは作成することはできません。 



























静止画の編集 


•リサイズ 


選択した画像のサイズを640 X 480、または 320 X 240 じ変更して別の画像と 
して保存します。メールに添付して送る場合など画像のデータ容量を小さく 
したいときじお使いください。 

1 レンズバリアを閉じて@ボタンを押します。 

液晶モニタが点'なします。 

2 ボタンを押して、リサイズしたい画像を表示します。 

3 ボタンを押して@ボタンを巧します。 

モードメニューが表示されます。 

4 の贫 ボタンを押して[編集]タブを 

選択し、@ボタンを押します。 

5 ^巧 >ボタンを押して[リサイズ]を 

選択し、ボタンを押します。 

6 @远> ボタンを押して[640 X 480] 

[320 X 240] から潭択し、 ( Si , ボタンを 
押します。 

作成中を示すバーが表示された後、再 
生モードに戻ります。 

リサイズされた画像は元の画像とは 
別の画像として保存されます。 

編集をやめるときは[中止]を選択して (§) ボタンを押してください。 
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静止画の編集 


薇 


ムーヒーやパソコンで編集した画像は、リサイズできません。 

選巧した画像サイズが640 X 480 m 下の場合は、メニューの [640 X 480] は 
選巧できません。 

選巧した画像サイズが 320 X 240 の場合は、メニューの[リサイズ]は題巧で 
きません。 

ライトプロテクトシールの貼っている力ードは操作できません。 

カードの空き容量が不足しているときは作成することはできません。 


♦回転 


カメラを縦に構えて撮影した画像は、横向きに表示されます。このような場 
合、回転再生を使って画像を縦向きに表示することができます。時計ち向に 
90度、反時計方向に90度の回転ができます。 

1 レンズバリアを閉じて®)ボタンを押します。 

液晶モニタが点'なします。 

2 0)(^ ボタンを押して、回転したい画像を表示させます。 

3觀 ボタンを押して@ボタンを押します。 

モードメニューが表示されます。 

4 @公 ボタンを押して[巧生]タブを 

選択し、@ボタンを押します。 

5 巧？必 ボタンを押して[回転表示]を 

選択し、ボタンを押します。 
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静止画の編集 


6 


の处ボタンを押して[+90°][-90つ 
から選択します。 

画像が回転して表示されます。 

@1^ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 

+ 90°:時計方向 
-90°： 反時計方向 



-ムービーやパソコンで編集した画像、プロテクトされた画像は、回おでき 
^ミ主意^ ませ 

-ライトプロテクトシールの貼っているカードは操作できません。 












ムーピーの 編集 


参インデックス作成 


撮影したムービーの内容が一目でわかるようにムービーを9分割して画面に 
表示し、一つの画像として保存（インデックス作成）することができます。 

1 レンズバリアを閉じて®>ボタンを押します。 

液晶モニタが点灯します。 

2 0)(0 ボタンを押して、鮮マークの付いた画像を表示します。 

3 (§),, ボタンを押して@ボタンを押します。 

モードメニューが表示されます。 

4 の必ボタンを押して[編集]タブを 

選択し、ボタンを押します。 


5 ボタンを押して[インデック 

ス作成]を選択し、ボタンを押しま 
す。 



let :* しま」ょぅ 
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ムービーの編集 


• ムーヒーの記録時間により、自動めに巧き出される画像の間隔はまなりま 
す。 

• インデックス作成されるコマ致は、9コマです。 

• ライトプロテクトシールの貼っている力ードは操作できません。 

• カードの空き容量が不足しているときは作成することはできません。 


6 ^遺> ボタンを押して[新規作成]を 

選巧し.層 L ボタンを押します。 

ム ービー から抜き出された9 コマの 画 
像がインデックス表示された後、再生 
モードに戻リます。作成された画像は 
新規の画像として保存されます。 
インデックス作成をやめるときは、[中 
止]を選択してボタンを押してくださ L 、。 


インデックス作成された画像は、ムービー撮影時の画質とはまなる静止画 
メモ1 |として保巧されます。 


ムービー撮影時の画質モード 

インデックス画像の画質 

HQ 

SQ1(1024X768 ピクセル） 

SQ 

SQ2 (640X480 ピクセル） 



薇 

再生しましよう 


















カメラの設定をしましよう 


警告音をおず（ビープ音） 


カメラのボタン操作音や警告音を消すことができます。 


2 


撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

* ボタンを押します。 

[0 ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


3 の处ボタンを押して隙定]タブを 
選択し、¢0ボタンを押します。 

4 の必ボタンを押して[ビープ音]を 

選択し、 (0 ボタンを押します。 


5 @ 公 ボタンを押して[オフ]を選択 

します。 

ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 





レンズバリアを閉じても、ビープ音の設定はお持されます。 
再生モードからも同じ手順で設定することができます。 


ヵメラのょぅ 
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—マットする（力ード七ジトアップ） 


力ードを フォーマッ トしまず。 フォーマッ トとは、力ードをこのカメラで書 
き込みできるようにネ刀期化することです。当社製！;!外のカードやバソコンで 
フォーマット したカードを使用する場合は、必ずこのカメラで フォーマット 
してください。 


薇 


プロテクトされた画イきもすベてミ'肖去されます。ミ肖去された画像は元に戻りま 
せんので、十分にま意してください。 


2 


撮影モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

@ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


巧？巧:>ボタンを押して[力ード]タブ 
を遷択し、ボタンを押します。 


4 


を) ボタンを押します。 


5 @这>ボタンを押して[フオーマツ 

卜]を選択し、@1ボタンを押します。 

フオーマツ トされます。 




■1 
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フオーマットする(カード七ットアップ) 


巧生モードからも同じ手順で設定することができます。 


鬻 


フォー マッ ト中は絶巧に力ードカバーを開けたり、電池を巧り外したりし 
ないでください。カードが正常に動作しなくなるおそれがあります。 
フォー マッ ト中は AC アダプタの巧き差しをしないでください。力ードが 
正常に動作しなくなるおそれがあります。 

当な製テンプレートカード（別売）をフォーマットすると、力ード中のテ 
ンプレート情報は失われます。テンプレートカード中の画像データをパソ 
コンにバックアップすることをお動めします。詳しくはテンプレートカー 
ドの説明書をお読みく ださい。 

ライトプ□テクトシールの貼ってある力ードは フォーマツ トできません。 
シールをはがしてから フォーマッ トしてください。はがしたシールは巧使 
用しないでください。 





摄影をすぐに面像を巧認する（レジクビニ 


撮影した直後に、記録中の画像を液晶モニタに3秒間表示させて確認するこ 
とができます。 

レックビユーの設定 

[オン]撮影した画像を記録中、あ晶モニタに表示します。撮影した画像の簡単なチェッ 
クに梗利です。またレックビユー中でもシャッターボタンを半押しするとすぐ 
に次の撮影に入れます。 

[オフ]記録中の画像は表示されません。次の撮影のために被写体を追いながら撮影す 
る場合に便利です。 


2 

3 

4 


撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

* ( gL ボタンを押します。 

[0 ボタンを押して[モードメニユー ] を選択します。 

の处ボタンを押して[設定]タブを選択し、@ボタンを押します。 


ボタンを押して 

[レックビュ ー] を選択し、ボタンを 
押します。 



い棘> 

K レックビュ -) ►誰 7 

I ^ ^ じ 口。。。。。〇。。。〇〇 み 

-"⑩逐•⑩で。で浸 

1 !含 S 夏® 


5 


の必ボタンを押して[オン]を選択 
します。 

レックビューが設定されます。 

ボタンを2回押すと、メニュー■が 
終了します。 



1 


的クビュ -) < (田 B ) 

rFT 


■1 
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撮影をすぐに画像を確認する（レツクビュー) 


I … n -レンズバリアを閉じても、レックビユーの設定は保持されます。 

I メモ II -連写中、レックビユーはされません。 



ても設定を巧す儲定クリア) 


ボタンを押して[設定クリア] 
を遷択し、ボタンを押します。 

巧？也 ボタンを押して[オフ]を選択 
します。 

ボタンを2回押すと、メニューが 
終了します。 


J @^ボタンを押して[設定]タブを 
選択し、 S ボタンを押します。 

設定メニューが表示されます。 


フラッシュや画質など、電源を切った後も変更した撮影を件の設定値をお持 
することができます。保持される機能については、次項の「設定クリアが適 
用される機能」を参照してください。 

設定クリアの設定 

[オン]電源を切ると変更した設定値は初期設定に戻ります。 

[オフ]電源を切っても変更した設定値は保持されます。 

1 撮影 モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを開けます。 

-ボタンを押します。 

2 ボタンを押して[モードメニュー ] を選択します。 


^號クリァ^ 

国 


設定クリアつ »牙> 

じ哥^ 


い設をクリア オフ) 



-電源を切っても、設定メニュー項目の設定値は巧持されます。 
I クモ II -再生モードからも同じ手順で設定できます。 


4 5 

A メラ S 定を」ましよぅ 
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電源を切っても設定を残す(設定クリア) 


参設定クリアが適応される機能 


機能名 

初期設定 

参照頁 

液晶モニタ 

オフ（消'な） 

P.23 

ドライブ 

単写（静止画） 

P.36 

デジタル ズーム 

オフ（等倍） 

P.44 

フフツンュ 

才ート 

P.48 

露出補正 

±0 

P.53 

測光 

ESP 

P.55 

ホワイ ト バランス 

才ート 

P.57 

画質 

HQ (1600X1200 ピクセル） 

P.59 

マクロ 

オフ 

P.4 巨 


ヵメラのしょ。 
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面像の詳細情巧を表示する（情巧表示) 


• 情報表示がオン/オフどちらの場合でも、 [^、 を罕、且 1 は表示されま 
す。 

• DPOF を使用せずにプリントサービスを利用される場合に指定するファイ 
ル番号は、情報表示をオンにしたときに表示されます。「プリントについ 
て（陪 P .97)」 


再生時に画像の詳細情報を3秒間表示することができます。表示される情報 
の内容じついては「液晶モニタの表示 （1^ P.14)」 を参照してください。 

1 巧生モードでトップメニューを表示します。 

-レンズバリアを閉じて©ボタンを押しまず。 

* (§L ボタンを押します。 

厶 0) ボタンを押すと詳細情報が表示されます（オン)。 

(§1 ボタンを押し、もう一度トップメニューを表示させて@)ボタンを 
押すと詳細情報は表示されなくなリます讨フ）。 



匿 

カメラの設定をしましよう 




















巧品モニタの巧るさを巧ちする 


周囲の状況に合わせて液晶モニタの明るさを調整し、より見やすくすること 
ができます。 

1 撮影モードでトップメニユーを表示します。 

-レンズバリアを開けまず。 

• ボタンを押します。 

2 @ボタンを押して[モードメニユー ] を選択します。 

3 ^ 遺 >ボタンを押して[設定]タブを選択し、@ボタンを押します。 

4 <^这> ボタンを押して[モニタ調整] 

を遷択し、ボタンを押します。 


5 液晶モニタを見ながらの逸 V 卞夕 

ンを押して、明るさを調整します。 

@ボタンを押すと明るくなり、 
ボタンを押すと暗くなります。 


6 © L ボタンを押します。 

モニタ調整が設定されます。 

もう一度ボタンを押すと、メニューが終了します。 

I … h -レンズバリアを閉じても、モニタ調整の設定は保持されます。 
I メモ II -再生モードからも同じ手順で設定することができます。 


[ (ぉ ゎ击 訊 > 

)\>t > 


if 


ニ タ围国 ►= 0 0 0 0 000 0 0 0 0 I 


心--、り。⑩薑。 


でをミ浸⑩ 



ヵメラのしょ。 
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ピクセルマッピング 


CCD と画像処理機能のチェックを同時に行います。 

この機能は、すでに工場出荷時に調整済みのため、お買い上げ後すぐに調整 
する必要はありません。調整は、年に一度を目安とし、最適な劾果を得るた 
め、撮影*再生直後より1分ほどの時間を空けた後に実行します。 


1 @巧> ボタンを同時に押した状態 
で、レンズバリアを開きます。 

レンズがせり出して、液晶モニタが点 
口するまで、ボタンを押し続けてくだ 
さい。 




ム 巧？选>ボタンを押して[スタート] 
を遷択し、@1ボタンを押します。 

画面にピクセルマツピング実行中を 
示すパーが表示されます。 

終了すると自動的に撮影モードに戻 
ります。 


巧 

$ I … n ピクセルマッピングのメニュー画面が表示された状態で10巧間が置すると、 

g I メ f II 自動的に撮影モードに房ります。 

定 

で - - . 

し . ピクセルマッピングの処理中は、絶対にカメラから電池や AC アダプタを 

ミミち意^ 巧かないでください。故障の原因になります。 

よ • 誤って処理中にカメラの電源を切ってしまった場合は、おずもう—度この 

つ チユックを行ってください。 
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プリントの設定をしましよう 


プリントについて 


画像をプリントするじは、1;|下の方まがあります。 

•プリント予約を設定して DPOF 対応のお店でプリント、 

_または DPOF 対応のプリンタでプリント_ 

カードにプリント予約をします。プリント予約とは、カード内の画像に、プ 
リントする枚数や日付を印刷する指定を記憶させることです。 

• DPOF とは 

Digital Print Order Format の略称。デジタルカメラの自動プリントアウト情 
報を記録するお式です。 

プリント予約したカードをお店に持っていくと、その予約内容のとおりにプ 
リントできまず。家庭でも DPOF 対応のプリンタがあれば、可能です。 

•オリンパス製デジタルプリンタ CAMEDIA P -400/ P -200/ 
P -330 N でプリント 


バソコンを使わずじ、専巧プリンタにカードを直接差し込んでプリントでき 
ます。詳しくはお使いのプリンタの取扱説明書をご覧ください。 

•画像をパソコンに転送して、パソコンに接続しているプリン I 

夕でプリント I 

バソコン上で JPEG の画像を表示するソフトウェア（インターネット閲覧ソ " 
フトやペイントソフトなど）があれば、バソコンじ接続したプリンタでプリ U 
ントすることができます。 （CAMEDIA Master を使ってもプリントできま 卜 
す。）お使いのソフトウェアでプリントできることをあらかじめご確詔くだ S 
さい。詳しくはお使いのソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。 を 

し 

ま 

し 





プリントについて 


- DPOF を使用せずにプリントサービスを巧巧される方へ- 

写真店などのプリントサービスをご利用じなる場合は、プリントする 
画像は必ずファイル番号で指定してください。コマ番号で指定すると 
間違った画像がプリントされる場合があります。 

ファイル番号は情報表示をオンじしたときに表示されます。 

(例） FILE: 100-0016 

フォルダの通し番号画像の通し番号 



他の機器で DPOF 予約されているファイルがある場合、このカメラで新た 
に DPOF 予約を行ラと、 ■LU 前に予約した内容は消去されます。 

当社製デジタルプリンタ P-300 など、カメラに直接プリンタを接続してダ 
イレクトプリントを巧うプリンタでは、プリントできません。 


-プリンタまたはラボじより、一部機能が制限されることがあります。 

- P-330N で印刷する場合、力ード内に記録された999枚目降の画像はプリ 
ントできません。 


-プリント予約には時間がかかることがあります。 


-ドにプリントモ約する 


カードに保存されている画像にプリントする枚数、撮影日時をプリントする 
かしないかを設定します。 DPOF 対応のプリンタ、および DPOF プリント 
サービスのある写真店では設定したプリント予約情報に従ってプリントで 
きます。 


-他の DPOF 対応機器で設定されたプリント予約の内容を、このカメラで変 
王意^ 更することはできません。予約した機器で変更してください。 

-プリント予約には時間がかかることがあります。 

-プロテクトシールが貼ってある力ードは、プリント予約できません。 

-ムービーは プリントできません。 


1 巧生モードでトップメニューを表示します。 

• レンズバリアを閉じて ig) ボタンを押しまず。 

-ボタンを押します。 

ム @ボタンを押して [モー ドメ ニュー ] を選択します。 

の处ボタンを押して[巧生]タブを 
選択し、 （0 ボタンを押します。 

4 巧^ ボタンを押して[プリント予 

約]を選択し、ボタンを押します。 



プ 

•J 

ン 

卜 

の 

設 

定 

を 

し 

ま 

し 

ぶ 

ラ 
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カードにプリントチ約する 


♦プリント予約情報を確認する 

すでにプリント予約が設定されている画像がある場合は、次の画面が表示さ 
れます。前回設定したプリント予約をすべて解除するかどうかを選がしま 
す。プリント予約が設をされていないときは表示されません。次の操作「♦ 
予約する画像を選択する （li^P.100)J にお進みください。 

5 ボタンを押して、予巧を解除 

するかどうか選択し、® K ボタンを押 
します。 

[解除する]を選択すると、プリント予 
約がすべて解除されます。 

予約モードメニューが表示されまず。 



♦予約する画像を選がする 

1コマごとにプリントする枚数を指定するか、全コマを1枚ずつプリントす 
るか選がします。 


6 



プ 

ン 

卜 

の 

設 

定 

を 

し 

ま 

し 


ラ 


ボタンを押して、 [1 コマ予約] 
[全コマ予約]から選択し、ボタン 
を押します。 

[全コマ予約]を選がすると、プリント枚数 
は1枚に設定され、日時プリントの設定に 
進みます。「•撮影日時のプリントを指定 
する （I^P.102)」 


-ドプリント予巧 


予巧モードを還巧してください 


( 1コマ予巧） 

_— 

ぉ恤墜维ぶ呂。 ぉ田师 


[1 コマ予約]を選がした場合は、次の操作「♦プリント枚数を設定する 
((^P.101)」 じお進みください。 
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カードにプリント予約する 


♦プリント枚数を設定する （1 コマそ約の場合のみ) 

プリントするコマを表示して、プリント枚数を設定します。 


7 


ぶ 


0) (0 ボタンを押し了プ IJ ントした 
い画像を表示させます。 

すでにプリント予約されている画像 
(コマ） は、前に設まされたプリント 
枚数が表示されます。 


ボタンを押して、プリントか 
数を設定します。 

^ボタンを押すと枚数が増え、 

^ボタンを押すと枚数が滅リます。 
最高10枚まで予約できます。0枚のと 
きはプリント予約されません。 

次の コマ 指定に移るときはボタン 
を、前の コマの 予約をしなおすときは 
0) ボタンを押します。 



夕 


予約がすべて終了したら (§1 ボタンを押します。 

すでにプリント予約されているコマは、その予約内容が設定されます。 
日時プリントメニューがま示されます。 
















カードにプリントチ約する 


♦撮影日時のプリントを指定する 

プリントする画像に撮影日時をが加することができまず。 

^0巧？遲> ボタンを押して日時のプリン 
卜を選択し、(@1ボタンを押します。 

カードプリント予約メニューが表示 
されます。 

[無し]画像のみプリントされます。 

[ 日が]全ての画像に撮影年月日がか 
加されてプリントされます。 

[ 時刻]全ての画像に撮影時刻がか加されてプリントされます。 





-カードの空き容量がちりないときは警告メッセージが表示され、メニュー 
が終了します。 

- 0) ボタンを押すと、力ードプリント予約メニューに戻リます。 


♦チお情報を確認する 

予約したコマ数、プリント総枚数、日時プリントの有無を確認します。 



11 @贫 ボタンを押して[予巧する]を 
選択し、 [買 i ボタンを押します。 

プリント予約が設定され、メニューが 
終了します。 

[予約しない]を選がするとすベての予 
約設定が解除されます。 





(3) ボタンを押すと、日時プリントメニユーに戻ります。 

































困ったときは 



液晶モニタ表示 

原因 

こラしましよう 


の 

トドけ■け：なん 


力ードが入っていません。 
または認識できません 

力ードを入れてください。または力一 
ドを正しく 入れなおしてく ださい。 


の 

こ田)!-ド IMWT 8 S 甘ん 


撮影■巧を■消去すること 
ができません。 

市販のクリーニングぺーパーで力一 
ドの金色の金属部分を拭いて、 もラー 
度カードを入れてください。それでも 
この表示が消’えないときはカードを 
フォーマットしてください。フオー 
マットできない場合、この力ードはご 
使用になれません。 


の 

«6み«1±じなってい*す 


カードが書込み禁止に 
なっています。 

撮影する場合はカードのプロテクト 
シールをはがしてくださし、。 

詳しくはカードの取扱説明書をご覧 
ください。 


の 

力-ド。!》巧《«1が。け 


カードの撮影可能枚数が 

0 のため、撮影できませ 

カードを交換するか、不要な画像を消 
してください。大切な画像は消す前に 
パソコンに取り込んでくださし、。 


力ードに S ■が ftSfS なん 


カードに空き容量がなく、 
プリント予約やファンク 
シヨン撮影など新たな記 
録をすることができませ 

カードを交換するか、不要な画慷をお 
してください。大切な画像は消す前に 
パソコンに取り込んでくださし、。 


1；；；；! 

H が£おれていがん 


カードに記録画慷がない 
ため画像が再生でさませ 
ん。 

カードに画像が入っていません。撮影 
してから再生してください。 


田 

こ田 Ikltil 生 Tii せん 


選巧した画像が巧をで呈 
ません。 

パソコンの画像ソフトなどで再生し 
てください。それでも再生できない場 
合は、画像ファイルの一部が壊れてい 
ます。 
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こんな表示がでたら 



力ードカバーが B いてい tt 


カードカバーが開いてい 
ます。 

カードカバーを閉めてください。 


1 IS 才7 1 

i ) 


力ードがフォーマツトさ 
れていません。 

力ードをフォーマツトしてください。 
























♦うまく操作ができない 


カメラが動かない、またはボタンを押しても動かない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

電源が切れている 

レンズパリアを開いて、電源を入れてください。 

P.23 

電池の向きが正しく 
ない 

電池を正しく入れなおしてくださし、。 

P.17 

電池残量がかな< 
なった 

巧しい電池を入れてください。 

P.17 

寒さで電池の性能が 
一時めにお下した 

電池をポケットに入れるなどして;品めてからご 
使用ください。 

— 

カメラがスリープ 
モード（待機状態）に 
なっている 

シャッターボタンやズームレパーを操イ乍してく 
ださい。 

P.23 

カメラ内が結露’した 

電源を入れないでしばら<おき、カメラを乾燥さ 
せてから、電源を入れてください。 

— 

パソコンに接続して 
いる 

パソコンと接続中、カメラは動作しません。 

— 


‘結露：外気が寒いときに空気中じある水蒸気が急速に;令やされて水滴じなること 


シャッターボタンを押しても撮影ができない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

レンズバリアを閉じ 
ている 

レンズパリアを開けてください。 

P.36 

電源が入っていない 

レンズパリアを開けてください。 

P.23 

フラッシュの充電が 
完了していない 

-度シャツターボタンから指を離し、オレンジラ 
ンプの点滅が終わってから撮影してください。 

P.48 

ムービー撮影を、 
カードに書き込み中 
である 

-度シャツターボタンから指を離し、オレンジラ 
ンプの点滅が終わってから撮影してください。 

P.15,41 

力ードの容量がいっ 
ぱいになった 

不要な画祿を消‘すか、新しいカードを入れて< だ 
さい。大切な画像は消'す前にパソコンに取り込ん 
でくださし、。 

P.75, 88 

撮影中やカードの書 
き込み中に電あがな 
くなった（ファイン 
ダ横の緑ランプと才 
レンジランプが点滅 
している） 

新しい電池に交換してください。 

P.15 
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が膚かな？と思ったら 


メモリゲージがすべ 
て点'なしている 

メモリゲージの一番上が消‘なするまで、お待ちく 
ださい。 

P.15 

プロテクトシールが 
貼られている 

巧しい力ードを入れるか、力ードのプロテクト 
シールをはがしてくださし、。 

P.20 

力ードに問題がある 

「こんな表示がでたら」でご確認ください。 

P.103 


フラッシュが発光しない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

フラッシュが上がリ 
さっていない 

指などでフラッシュをおさえないようま意して 
フラッシュを上げきって使用してください 

P.48 

フラッシュが発光禁 
止に設定されている 

フラッシュの設定を「発光禁止」 La 外に設をして 
ください。 

P.48 

明るい被写体である 

フラッシュを強制的に発光させたい場合は、フ 
ラッシュを「強制発光」に設定してください。 

P.48 

連写-ムービーが設 
をされている 

連写■ムービーではフラッシュはご使用になれま 
せん。 

ドライブメニューで「単写」に設定してください。 

P.41, 52 

パノラマ虛影をして 
いる 

パノラマではフラッシュはご使用になれません。 
レンズパリアを閉じて再び開けてください。 

P.62 


1液晶モニタが見にくい 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

液晶モニタの明るさ 
の設をが適切でない 

モードメニューの「液晶モニタ」で液晶モニタの 
明るさを調節してください。 

P.95 

太陽光の下である 

太陽のホを手などでさえぎってください。 

- 


1液晶モニタ上で再生でさない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

電源が入っていない 

レンズバリアを閉じてから@ボタンを押し、液 
晶モニタを点灯させてください。 

P.23, 67 

撮影モードじなって 
いる 

@ボタンをすばや< 2回押すか、レンズバリア 
を閉じてから@ボタンを押して、再生モードに 
切り替えてください。 

P.67 

カードに画像が記録 
されていない 

液晶モニタに「画愤が記録されていません」と表 
示されます。撮影してから再生してください。 

— 

力ードに問題がある 

「こんな表示がでたら」でご確認ください。 

P.103 

テレビに接続してい 
る 

ビオケープルを取リ付けているときは液晶モ 
二夕は点なしません。 

P.72 
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が障かな？と思ったら 


画像に記録される日付が正しくない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

日時が設をされてい 
ない 

日時を設をしてください。お貫い上げ時には日時 
の設定はされていません。 

P.26 

電池がかなくなって 
きた 

電池がかな < なると、日時設をが解除されたリ遅 
れたりします。新しい電池を入れて、日時を設定 
してください。 

P.17, 26 

電池をおいてが置し 
ていた 

電池をおいた状態で数時間放置すると、日時設定 
が解除されます。もう一度、日時を設定してくだ 
さい。 

P.17, 26 


1画像の消去■プロラ 

^クト■プリント予約ができない、力ードのフォー マツ トができない1 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

プロテクトシールが 
貼られている 

力ードのプロテクトシールをはがしてから操作 
してください。はがしたシールは再使用しないで 
ください。 

P.20 


1設定した機能が電源を切ると元に戻ってしまう 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

「設定:クリア」の機能 
が「オン」じ設をさ 
れている 

「モードメニュー」の「設をタブ」にある「設定 
クリア」を「オフ」に設定してください。 

P.92 


♦面像の仕上がりがよくない 


撮影した画像が巧るすぎる 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

フラッシュの設をが 
「強制発光」になって 
いた 

「強制発光」な外のフラッシュモードに設定して 
ください。 

P.48 

被写体が巧るすぎた 

露出捕正をマイナス （一) 側に設をするか、カメ 
ラの向きを変えるなどの工夫をしてください。 

P.53 










な廣かな？と思ったら 


撮影した画像が暗い 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

フラソシュを指で 
覆ってしまった。 

カメラを正し<構え、フラッシュを覆わないよラ 
に気をつけてください。 

P.35 

撮りたいものがフ 
ラッシュ撮影範困内 
より遠かった 

フラッシュ撮影範囲内で撮影してください。 

P.48 

フラソシュが「発光 
禁止」になっていた 

フラッシュを「発光禁止」 LU 外に設をしてくださ 
い。 

P.48 

逆光状態でルさい被 
写体を撮影した 

フラッシュを「強制発光」に設定するか、測光を 
「スポット」に設定して撮影してください。 

P.48, 55 

「連写」で撮影した 

「連写」ではシャッタースピードが短くなるので、 
暗い場所では通常よりも暗く写るおそれがあり 
ます。ドライブメニューで「単写」じ設定してく 
ださい。 

P.52 


室内で撮影した画像の色がおかしい 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

照明の色が影響した 

照明に合わせてホワイトバランスを設定してく 
ださい。 

P.57 

撮るものに白い部分 
がなかった 

白いものを入れて撮影するか、フラッシュを「強 
制発光」に設定して撮影してください。 

P.48 

ホワイトバランスの 
設定を間違えた 

照明に合わせて、もラー度ホワイトパランスを設 
定しなおしてください。 

P.57 


1画像の一部が欠けてしまった 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

レンズに指やスト 
ラップがかかってし 
まった 

カメラを正し < 構え、レンズにおやストラップが 
かからないよラに気をつけてください。 

P.35 

撮影拒離が近かった 

液晶モニタで実際に撮影される範囲を確認しな 
がら撮影してください。 

P.37 

レンズが巧れていた 

レンズの巧れを拭きとってください。レンズブロ 
ワー(市販）でレンズのほこりを吹き化って、レ 
ンズクリーニングペーパー（市販）でやさしくが 
いてください。レンズを;’ちれたままにしておくと 
かびが生えることがあります。 




S 
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が障かな？と思ったら 


ピントが合っていない 

原因 

こラしましよラ 

参照ページ 

シャッターボタンを 
押すときにカメラが 
動いてしまった（手 
ぶれ） 

カメラを正しく構え、シャツターボタンを静かに 
押して撮影してください。 

P.35 

巧正目離の被写体だっ 
た 

マクロに設定してください。 

P.46 

マクロに設定されて 
いた、マクロ撮影範 
囲外で撮影した 

マクロ撮影をする場合はマクロ撮影範囲内で撮 
影してください。マクロ撮影をしない場合は、マ 
クロを解除してください。 

P.46 

フラッシュが必要な 
暗い状況で「発光禁 
止」に設をしていた 

シャツタースピードが遅くなると手ぶれが超き 
やすくなります。兰脚をご使用になるか、カメラ 
をしっかり構えて撮影してください。 

P.48 

セルフポートレート 
に設をされていた 

セルフポートレート撮影をしないときは、セルフ 
ポートレート設定を解除してください。 

P.66 





ア フターサー ビス 


♦保証書はお買い上げの販売店からお渡しいたしますので「販売店名•お 
買い上げ日」等の記入されたものをお受け取りください。もし記入もれ 
があった場合は、ただちにお買い上げの販売店へお申し出ください。ま 
た保記内容をよくお読みの上、大切に保管してください。 

♦本製品のアフターサービスに関するお問い合わせや、万一が障の場合は 
お買い上げの販売店、または当社サービスステーションじご相談くださ 
し、。取扱説明書にしたがったお取扱いじより、本製品が万一が障した場 
合は、お買い上げ日より満ーヶ年間「保記書」記載内容に基づいて無料 
修理いたします。 

♦ 保証期間経過をの修理等については原則として有料となります。 

♦当カメラの補修用性能部品は、製造巧ち切り後5年間を目安に当社では有 
しております。したがって本期間中は原則として修理をお受けいたしま 
す。なお、期間後であっても修理可能な場合もありますので、お買い上 
げの販売店また、当社サービスステーションにお問い合わせください。 

♦本製品の保記、修理、サービスは日本国内でのみ有効です。本製品は日 
本国内専用のため、海外では修理はできません。万一、おかでが障•不 
具合が生じた場合は、日本国内の当社サービスステーションまでご化頼 
ください。 



困 

〇 

た 

と 

さ 

は 


♦本製品のが障に起因する付随的損害(撮影に要した諸費用、および撮影に 
より得られる利益の喪失等）じついては補償しかねます。また、運賃諸掛 
かりはお客様においてご負担願います。 
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仕様 


形式 

記録ち式 

デジタルカメラ（記録•再生型） 

静止画 

デジタル記録 、 JPEG ( DCF 準拠)、 DPOF 対応 

動画 

QuickTime Motion JPEG じ準拠 

記録媒体 

スマートメディア （4/8/1 6/32/64/1 28 MB ) 
^ 2 W \ B . 5 V カードは使えません。 

記録画素数 

記録コマ数 

1600 X 1200ピクセル CSHQ / HQ ) 

1024 X 768 ピクセル （ SQ 1) 

640 X 480 ピクセル （ SQ 2) 

8 MB 力ード使用 

SHQ / 約5枚、 HQ / 約16枚、 SQ 1/ 約29枚、 SQ 2/ 

時 

約49枚 

カメラ部有劾画素数 

200万画素 

撮像素子 

1/3.2 型（インチ） CCD 固体撮像素子、211万画 
素（総画素数） 

レンズ 

オリンバスレンズ5〜 15 mm 、 F 2.8/4.9、 7群8枚 
(35 mm フィルム換算;38〜 114 mm 相当） 

測光方式 

撮像素子によるデジタル ESP 測光ち式 

絞り 

F 2.8、 F 4.9 

ンヤツター 

1/2〜1/1000砂 

撮影幹囲 

0.5 m 〜 CO (通常） 

0.2 m 〜 0.5 m (マクロ撮影時） 

ファインダ 

光学実像式ファインダ（ターゲットマーク入リ） 

液晶モニタ 

1.5 型（インチ） TFT カラー液晶（低温ポリシリ 
コン）、 11.4 万画素 

フラッシュ充電時間 

約9砂 

コネクタ 

DC 入力端テ、 USB 接続端子 （ mini - B )、 ビ了才出 
力端子 （ NTSC ち式） 

自動カレンダー機能 

2000〜2099年の幹囲で自動修正 
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使用環境 

温度 ： 0〜40で（動作時）/-20〜60で（保存時） 

湿度 ： 30〜90% (動作時）/10〜90% (保存時） 

電源 ：単3アルカリ電池/リチウム電池/ニッケルか 

素電池/ニッカド電池を2本使巧 
あるいはリチウム電池バック CR - V 3 性社製 LB - 
01) 1個 

またはま用 AC アダプタ 
?^単3マンガン電池は使用できません 
大きさ ：幅 112 mmX 高さ 62 mmX 厚さ 35 mm 

(突起部を除く） 

重さ ： 175 g (電池/力ード別） 

外観•仕様は改善のため予告なく変更することがありますので、あらかじ 
めご了承ください。 





索引 


英数 

AC アダプタ . 18 

AF 夕ーダットマーク . 13 

DC 入力端子 . 13 

DPOF . 97, 98 

ESP 測光 . 55 

HQ . 59 

OK / メニューボタン . 13 

SHQ . 59 

SQ . 59 

SQ 1. 59 

SQ 2. 59 

USB 5晶子 . 13 

1コマ再生 . 67 

1コマ消'去 . 75 

ぁ巧 

ホ目軽減 . 49 

アルカリ電池 . 18 

インデックス再生 . 69 

インデックス作成 . 85 

インデックス表示 . 70 

液晶モニタ . 13,14,37 

液晶モニタボタン . 13 

才ート発光 . 49 

才ートフォーカス . 36 

オレンジランプ . 13 

か行 

力ード . 20 

力ードカバー . 13 

力ードセットアップ . 25,88 

回転 . 83 


画質 . 閱 

画質モード . 31,閱 

簡単再生 . 68 

強制発光 . 50 

記録サイズ . 閱 

クローズアップ再生 . 68 

童光な . 57 

光学ズーム . 43 

合成ツーショット . 64 

コネクタカバー . 13 

コマ番号 . 14 

さ巧 

再生モード . 23 

撮影可能砂数 . 14 

撮影可能枚数 . 14 

撮影モード . 23 

兰脚巧 . 13 

自勤再生 . 71 

シャッターボタン . 13 

十字ボタン . 13 

充電式電池 . 18 

情報ま示 . 94 

ショートカットメニュー....28, 31 

ズームレバー . 13 

ストラップ . 16 

ストラップ取付部 . 13 

スポット測光 . 55 

スマートメディア . 20 

晴天 . 57 

設定クリア . 92 

セピア作成 . 81 

セルフタイマー . 51 
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索引 


セルフタイマーランプ . 13, 51 

セルフポートレート . 66 

全押し . 36 

全コマ消'去 . 76 

測光 . 55 

た行 

ダブルクリック再生 . 68 

単写 . 31 

デジタルズーム . 44 

テレビ再生 . 72 

胃 . 57 

電池 . 17 

電池カバー . 13 

電池残量 . 15 

トップメニュー . 28 

ドライブ . 31 

曇天 . 57 

な巧 

日時設定 . 26 

は行 

発光禁止 . 50 

バノラマ . 62 

半押し . 36 

ビープ音 . 87 

ビデオ入力端子 . 13 

ファイル番号 . 14 

ファインダ . 13, 36 

ファンクション撮影 . 31 

フオーカス . 40 

フオーカスロック . 40 


フオーマット . 25, 88 

フラッシュ . 13, 49 

プリント予約 . 99 

プロテクト . 78 

ホワイトバランス . 57 

ま巧 

マクロ . 46 

綠ランプ . 13 

ムービー . 41 

ムービー再生 . 73 

メモリゲージ . 15 

モードメニュー . 28, 33 

モニタ調整 . 95 

モノクロ作成 . 80 

や行 

夜景 . 50 

夜景ホ目 . 50 

ら巧 

ライトプロテクトシール . 20 

リサイズ . 82 

リチウム電池 . 18 

レックビュー . 90 

連写 . 52 

レンズ . 13 

レンズバリア . 13 

露出補正 . 53 


114 





















































OLYMPUS 


才 ij ンノ Y ス光学工業株式会な 

干 163-8610 東京が巧宿区西が宿 1 の 22 の 2 新ちサンェービル 


♦ホームぺージによる情報提供について 

製品仕様、パソコンとの接続. 0 S 対がの状況、 Q & A などのを種情報を当をのホームページ 
でご提供しております。 

オリンパスホームぺージ （ http :// www . olympus . co . j 日/)から「サポート」一「デジタルカメ 
ラ/プリンタ関連」へ進み、ご利用ください。 


♦電話等でのご相談を口 

フリータイヤル 

函 0UO-O84215 

携帯電話. PHS からは 0426-42-7499 
FAX 0426-42-7486 


調査等の都合上、回客までにお時間をいただく場合がありますので、ご了承ください。 

営業時間 9: 30 〜 17: 00 は-日喔、巧日および巧巧化業日をおく） 


国内サービスステーション（修理受付窓口） 


東京〒101 -0052 

化嚼〒 060-0034 
仙台〒 981-3133 
を古屋〒 460-0003 
大防〒 542-0081 
広島〒 730-0013 
福岡〒810 -0004 


千巧田区巧田小川町1の3の1小川町三井ビル{オリンバスプラザ巧） 


ホし幌市中央区化4を東1の2の3キ L 幌フコク生命ビル 
仙台巿ま区泉中央1の13の4まエクセルビル 
を古屋巿中医結2の19の25日本生命広小路ビル 
大阪市中央区南船場2の12の26オリンパス大阳センター 
ぶ島市中区八 T 蜡 16の11日本生命広島第2ビル 
福岡巿中央区;度辺通3の6の11福岡フコク生命ビル 


Tel .03(3292)1931 
Tel .011(231 )2320 
Tel .022(218)8421 
Tel .052(201 )9571 
Tel . O が 6252 巧 991 
Tel .082(228)3821 
Tel .092(761 )4466 


X ± •日曜.巧日および年末年姑は原則として休業させていただきます。オリンバスプラザ内の東京 
サービスステーションは±曜も普業しております。 
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